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　８月16日、増田盆おどり大会にあわせて、
一夜限りの「灯りアート展」が、増田地域の
蔵の駅で行われました。
　音楽が流れる中、金魚が水槽を涼しげに舞
い、四季の写真がスクリーンを彩り、幻想的
な世界を演出。観客は、普段見ることの出来
ない夜の蔵で光と影の共演を楽しみました。

夜の蔵で涼しさを演出
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「
６
次
産
業
化
」

　

１
次
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
従
事

者
が
、
農
林
水
産
物
の
生
産
だ
け
で
な

く
、
食
品
の
加
工
（
２
次
産
業
）
や
流

通
・
販
売（
３
次
産
業
）に
も
乗
り
出
す

こ
と
を
『
６
次
産
業
化
』
と
い
い
、
商

品
の
付
加
価
値
を
高
め
た
り
、
収
益
を

ア
ッ
プ
し
た
り
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

１
×
２
×
３
＝
６
な
の
で
『
６
次
産
業

化
』
と
呼
び
ま
す
。

　

県
で
は
「
加
工
や
販
売
、
観
光
を
含

め
た
『
食
』
の
流
れ
の
中
で
付
加
価
値

を
作
り
出
す
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
」

と
し
て
お
り
、
国
で
も『
六
次
産
業
化
・

地
産
地
消
法
』
の
中
で
、
事
業
計
画
を

認
定
し
た
法
人
な
ど
に
支
援
を
行
な
う

な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

横
手
市
で
は
『
大
雄
振
興
公
社
』
と

『
大
沢
フ
ァ
ー
ム
』
の
２
団
体
が
、
す

で
に
認
定
を
受
け
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

★
キ
ー
ワ
ー
ド
★

　

国
の
『
六
次
産
業
化
・
地
産
地

消
法
』
に
よ
る
事
業
認
定
を
受
け

て
、
今
年
の
10
月
か
ら
ぶ
ど
う
ジ

ュ
ー
ス
加
工
に
取
り
組
む
農
事
組

合
法
人
・
大
沢
フ
ァ
ー
ム
（
小
川

忠
洋
代
表
理
事
）
で
は
、
旧
大
雄

給
食
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
加
工

施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。
ぶ
ど
う

の
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
を

一
貫
し
て
行
う
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

横
手
地
域
大
沢
地
区
で
は
、
小

川
代
表
が
会
長
を
務
め
る
『
大
沢

ぶ
ど
う
生
産
農
家
協
議
会
』
が
、

ジ
ュ
ー
ス
向
け
の
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン

を
栽
培
し
、
出
荷
し
て
き
ま
し
た

が
、
加
工
を
他
県
の
業
者
に
委
託

し
て
お
り
、
物
流
コ
ス
ト
の
増
加

が
悩
み
の
種
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
解
消
し
よ
う
と
、
昨
年

３
月
に
、
小
川
代
表
ら
大
沢
地
区

の
ぶ
ど
う
栽
培
農
家
３
人
で
、
加

工
を
行
う
法
人
の
設
立
を
決
断
。

　

大
沢
フ
ァ
ー
ム
が
、
大
沢
生
産

農
家
協
議
会
か
ら
ぶ
ど
う
を
買
い

上
げ
、
ジ
ュ
ー
ス
に
加
工
し
、
市

観
光
協
会
に
販
売
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
年
間
約
50
ト
ン
の
加
工
を

予
定
し
て
お
り
、
約
４
万
５
千
本

の
ジ
ュ
ー
ス
を
販
売
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
加
工
所

に
勤
務
す
る
従
業
員
を
新
た
に
雇

用
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

小
川
代
表
は
「
ぶ
ど
う
の
経
営

戦
略
と
し
て
３
人
で
ス
タ
ー
ト
し

た
法
人
だ
が
、
地
域
の
会
社
と
考

え
て
運
営
し
て
い
き
た
い
。
Ｕ
タ

ー
ン
し
て
就
農
す
る
後
継
者
も
育

っ
て
き
て
い
る
。
６
次
産
業
と
い

っ
て
も
、
良
質
な
ぶ
ど
う
を
作
る

基
本
は
同
じ
。
こ
れ
ま
で
は
委
託

し
て
い
た
加
工
を
自
分
た
ち
が
行

な
う
こ
と
で
、
付
加
価
値
も
高
ま

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
将
来
的

に
は
、
冬
季
間
の
安
定
的
な
雇
用

に
つ
な
げ
る
た
め
、
他
の
果
物
の

ジ
ュ
ー
ス
加
工
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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今月の表紙

　夜の蔵を活用し行われた『灯り
アート展』。電飾を施した水槽を
金魚が泳ぐ水中アートや写真の映
像などが、真夏の夜に涼しく幻想
的な空間を演出しました。蔵の外
では、盆踊りの太鼓や笛の音が鳴
り響く中、観客は「キレイだね」と
ささやきながら見入っていました。

『
食
と
農
』
は
よ
こ
て
に
授
か
っ
た
宝
物

　
　
　
も
っ
と
お
い
し
く
、多
く
の
人
に
食
べ
て
ほ
し
い

★『
６
次
化
』横
手
の
現
状
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
★

 
 

農
事
組
合
法
人　

大
沢
フ
ァ
ー
ム
（
横
手
）

大沢ファームの加工所には、加工設備が整う

食
の
宝
庫
・
横
手

　

横
手
市
は
、
誕
生
か
ら
間
も
な

く
８
年
が
経
過
し
ま
す
。
横
手
市

は
、
平
地
の
約
８
割
が
農
用
地
で
、

見
渡
す
か
ぎ
り
の
田
園
風
景
が
広

が
る
の
ど
か
な
田
園
都
市
で
す
。

穀
倉
地
帯
で
あ
る
た
め
、
昔
か
ら

麹
文
化
が
発
展
し
、
麹
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
た
漬
物
を
は
じ
め
、

味
噌
・
醤
油
の
醸
造
や
日
本
酒
な

ど
麹
を
生
か
し
た
産
業
が
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
豚
・
牛

な
ど
の
畜
産
物
や
、
り
ん
ご
・
さ

く
ら
ん
ぼ
・
ぶ
ど
う
を
は
じ
め
と

す
る
果
樹
、
い
も
の
こ
、
に
ん
じ

ん
、
す
い
か
、
枝
豆
、
ホ
ッ
プ
な

ど
の
野
菜
と
、
横
手
に
は
地
域
の

宝
と
も
言
え
る
豊
富
な
農
産
物
が

育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
２
次
・
３
次
産

業
の
取
り
組
み

　

市
は
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
位

置
づ
け
て
、
こ
れ
ま
で
新
規
作
目

の
導
入
や
加
工
品
へ
の
活
用
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

豪
雪
で
被
害
に
あ
っ
た
り
ん
ご
の

代
わ
り
に
『
も
も
』
の
作
付
け
促

進
を
図
り
、
民
間
企
業
と
連
携
し

て
ジ
ュ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り
、
新

し
い
品
種
の
ト
マ
ト
『
シ
シ
リ
ア

ン
ル
ー
ジ
ュ
』
の
導
入
を
進
め
、

新
た
な
加
工
品
を
つ
く
る
取
り
組

み
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
産
物
や
加
工
品
の
首

都
圏
や
仙
台
、
海
外
へ
の
販
売
に

も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
首
都

圏
で
は
百
貨
店
内
に
数
多
く
出
店

し
て
い
る
青
果
店
の
『
九
州
屋
』

や
ス
ー
パ
ー
『
サ
カ
ガ
ミ
』
な
ど
、

仙
台
で
は
商
店
街
の
中
心
部
に
立

地
す
る
『
八
百
長
商
店
』
な
ど
で

農
産
物
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
２
次
・
３
次
産
業
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
加
速
す
る
必
要

　

さ
ま
ざ
ま
な
な
取
り
組
み
を
し

て
き
た
中
で
、
農
業
関
連
の
デ
ー

タ
に
目
を
向
け
る
と
、
今
後
の
取

り
組
み
へ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
農
産
物
の
付
加
価
値

を
高
め
る
指
標
で
あ
る
食
品
産
業

の
製
造
品
出
荷
額
が
、
農
業
産
出

額
を
下
回
っ
て
い
る
の
は
、
東
北

で
は
秋
田
県
だ
け
で
あ
る
こ
と
で

す
。
農
産
物
の
生
鮮
出
荷
が
中
心

と
な
っ
て
お
り
、
加
工
へ
の
取
り

組
み
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や
食

品
の
加
工
を
県
外
へ
委
託
し
て
い

る
な
ど
、
食
品
加
工
産
業
に
遅
れ

が
目
立
つ
こ
と
で
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
そ
こ
に
は
発
展

の
可
能
性
が
大
き
く
残
さ
れ
て
い

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
域
の
宝
に
磨
き
を
か
け
横

手
ス
タ
イ
ル
を
確
立

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、

地
域
社
会
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

産
業
の
振
興
や
雇
用
を
確
保
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

た
り
、
無
い
も
の
か
ら
新
し
い
も

の
を
産
み
出
す
こ
と
は
大
変
難
し

い
こ
と
で
す
。

　

横
手
ら
し
さ
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
横
手
の
地
域
資
源
で
あ
り
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
磨
き
を
か

け
て
、
雇
用
の
確
保
と
所
得
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。　

特集

結
集
！
食
と

農
の

チ
カ
ラ

豊
か
な
水
が
流
れ
、
肥
沃
な
土
地
が
広
が
る
横
手
。

自
然
が
は
ぐ
く
む
コ
メ
や
野
菜
、
果
樹
、
家
畜
な
ど
と
と
も
に
、
古
く
か
ら
味
噌
や

麹
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
食
文
化
が
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

も
う
一
度
見
つ
め
な
お
し
た
い
、
横
手
の
「
食
と
農
」。

市
で
は
、
横
手
の
「
食
と
農
」
か
ら
地
域
を
活
性
化
し
、
観
光
に
つ
な
が
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
「
食
・
農
・
観
de
ま
ち
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

始
動
さ
せ
ま
し
た
。
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流
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。

自
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ぐ
く
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コ
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果
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ど
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文
化
が
地
域
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伝
承
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。

も
う
一
度
見
つ
め
な
お
し
た
い
、
横
手
の
「
食
と
農
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市
で
は
、
横
手
の
「
食
と
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か
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地
域
を
活
性
化
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、
観
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が
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よ
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ま
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進
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よ
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く
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ク
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動
さ
せ
ま
し
た
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豊
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流
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、
肥
沃
な
土
地
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る
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。
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め
な
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た
い
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横
手
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と
農
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横
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化
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、
観
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に
つ
な
が
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
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よ
う
と
、
「
食
・
農
・
観
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」
プ
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ク
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動
さ
せ
ま
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た
。

豊
か
な
水
が
流
れ
、
肥
沃
な
土
地
が
広
が
る
横
手
。

自
然
が
は
ぐ
く
む
コ
メ
や
野
菜
、
果
樹
、
家
畜
な
ど
と
と
も
に
、
古
く
か
ら
味
噌
や

麹
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
食
文
化
が
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

も
う
一
度
見
つ
め
な
お
し
た
い
、
横
手
の
「
食
と
農
」。

市
で
は
、
横
手
の
「
食
と
農
」
か
ら
地
域
を
活
性
化
し
、
観
光
に
つ
な
が
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
「
食
・
農
・
観
de
ま
ち
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

始
動
さ
せ
ま
し
た
。

特集 ～結集！食と農のチカラ～



★
よ
こ
て
食
・
農
・
観
de
ま
ち

   

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
★

　
　
　
〜
県
と
市
で
計
画
中
〜

横手の魅力的な『食』には大きな可能性が横手の魅力的な『食』には大きな可能性が

　全国で食をテーマに、あっと驚くような場所にも
人が集まっています。その多くは、地域に『あるも
の』を活用して地域全体が元気になっているところ
に魅力と秘密があり、今後、地方を活性化する手法の
主流となることが考えられます。先人から受け継い
できた自然や田園風景、食文化など横手の力をステッ
プアップさせ『食と農』を地域ぐるみで活性化し、
全国に誇れるまちづくりを進めていきましょう。

秋田ふるさと村や田沢湖
スキー場の再建を成功に
導いた経営のプロ。数々
のプロジェクトに参加し
手腕を発揮している。

若杉 清一 さん

食・農・観deまちづくり
プロジェクト

プロデューサー

食
を
手
段
に

農
を
元
気
に

観
に
つ
な
げ
る

　

『
よ
こ
て
食
・
農
・
観
de
ま
ち

づ
く
り
』
を
推
進
す
る
た
め
、
秋

田
県
と
横
手
市
で
は
、
協
働
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
中
心
と
な
り
、
今
後
進
め

て
い
く
以
下
の
事
業
内
容
な
ど
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

大
雄
地
域
に
あ
る
市
の
実
験
農

場
で
は
、
２
・
６
㌶
の
施
設
用
地

で
、
農
家
へ
の
技
術
支
援
、
種
苗

供
給
、
農
業
体
験
支
援
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
大
学
等
と
の
共
同
研

究
で
ト
マ
ト
の
ソ
バ
ー
ジ
ュ
（
粗

放
的
）
栽
培
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

病
害
回
避
と
省
コ
ス
ト
化
実
証
実

験
、
集
落
営
農
組
織
等
の
経
営
安

定
に
向
け
た
品
目
導
入
試
験
な
ど

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

は
、
国
内
産
加
工
用
ト
マ
ト
の
需

要
急
増
に
伴
い
、
露
地
で
安
定
的

に
生
産
で
き
る
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー

ジ
ュ
や
ロ
ッ
ソ
ナ
ポ
リ
タ
ン
な
ど

の
品
種
の
技
術
改
良
や
、
イ
タ
リ

ア
野
菜
の
小
ロ
ッ
ト
出
荷
の
可
能

性
を
探
る
試
み
と
し
て
フ
ェ
ン
ネ

ル
や
バ
ジ
ル
の
栽
培
な
ど
を
行
い
、

農
家
へ
の
情
報
提
供
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
研
修
生
を
受
け
入

れ
、
就
農
に
必
要
な
技
術
や
知
識

を
現
場
で
実
践
し
習
得
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
新
規
就
農
希
望
者
の

ス
ム
ー
ズ
な
就
農
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

 
 

 
 

　

の
収
入
増
を
目
指
し
ま
す
。

　

道
の
駅
十
文
字
に
お
い
て
は
、

直
売
販
売
設
備
整
備
、
山
内
地
域

で
は
、
い
ぶ
り
が
っ
こ
の
生
産
設

備
整
備
と
直
売
所
へ
の
山
菜
供
給

体
制
の
強
化
、
雁
の
里
せ
ん
な
ん

に
お
い
て
は
、
美
郷
町
と
連
携
し

特
産
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

組
む
団
体
・
個
人
の
育
成
と
相
談

窓
口
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

横
手
の
『
食
と
農
』
魅
力
拡

大
事
業

　

市
内
の
道
の
駅
（
南
部
・
道
の

駅
十
文
字
、
東
部
・
道
の
駅
山
内
）

と
、
美
郷
町
の
道
の
駅
『
雁
の
里

せ
ん
な
ん
』
や
市
内
農
産
物
直
売

所
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
農
家

 

４人の研修生が研修する実験農場。担い手の確保は農業の大
きな課題となっており、研修生受け入れも重要な役割

お
い
し
い
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め
の

　
　
　
　
市
「
実
験
農
場
」
の
取
り
組
み

お
い
し
い
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め
の

　
　
　
　
市
「
実
験
農
場
」
の
取
り
組
み

よ
こ
て
食
・
農
・
観  
未
来
づ

く
り
エ
リ
ア
整
備
事
業

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
玉
と

な
る
事
業
が
、
雄
物
川
町
今
宿
字

末
館
地
内
に
お
け
る
６
次
産
業
化

拠
点
施
設
の
整
備
事
業
で
す
。

　

雄
川
荘
と
え
が
お
の
丘
の
施
設

を
活
用
し
な
が
ら
、
三
吉
公
園
を

含
む
約
10
㌶
の
市
有
地
を
、
道
の

駅
機
能
を
持
つ
『
未
来
づ
く
り
エ

リ
ア
』
と
し
て
、
平
成
26
年
度
か

ら
約
３
カ
年
の
予
定
で
順
次
整
備

し
ま
す
。

◆【
６
次
化
エ
リ
ア
】

　

横
手
産
を
中
心
に
秋
田
県
産
に

こ
だ
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ブ

ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た
加
工
品

や
地
元
産
品
の
品
揃
え
が
豊
富
な

直
売
所
な
ど
を
、
現
在
の
え
が
お

の
丘
を
全
面
改
修
し
整
備

◆【
交
流
エ
リ
ア
】

　

地
域
間
交
流
施
設
雄
川
荘
の
温

泉
、
宿
泊
機
能
を
充
実
し
、
利
用

者
が
地
域
の
食
を
堪
能
で
き
る
環

境
を
整
備

◆【
里
山
創
造
エ
リ
ア
】

　

農
産
物
の
収
穫
体
験
や
、
加
工

品
の
手
作
り
体
験
工
房
、
動
物
と

の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
横
手
の
自
然

や
里
山
を
満
喫
で
き
る
場
と
し
て

現
在
の
三
吉
公
園
を
整
備

de

未来づくりエリアイメージ図
（えがおの丘・雄川荘周辺）

６次化エリア

里山創造エリア

雄物川

新雄物川橋 至横手至東由利

雄川荘

えがおの丘

（えがおの丘）

交流エリア
（雄川荘）

　

は
じ
め
は
、
み
ん
な
小
さ
な
レ
ス
ト

ラ
ン
や
小
さ
な
工
場
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
お
客
様
が
喜
ぶ
姿
を
い
つ
も
想
像

し
な
が
ら
、
地
域
の
宝
を
生
か
す
『
も

の
づ
く
り
』
を
こ
つ
こ
つ
と
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。
地
域
を
あ
げ
て
価
値
を

生
み
出
し
て
い
く
姿
が
多
く
の
フ
ァ
ン

を
引
き
つ
け
る
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
〝
横
手
の
食
と

農
〞
の
未
来
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

「
全
国
の
成
功
事
例
か
ら
」

　

メ
ニ
ュ
ー
に
あ
わ
せ
た
食
材
を
仕
入
れ
る
の

で
は
な
く
、
農
家
と
と
も
に
地
場
の
食
材
に
あ

わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
オ
ー
ナ
ー

の
奥
田
シ
ェ
フ
。
料
理
を
と
お
し
た
ま
ち
づ
く

り
と
も
い
え
る
取
り
組
み
に
、
全
国
各
地
か
ら

お
客
様
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
奥
田
シ
ェ
フ
は

横
手
市
の
取
り
組
み
を
、
応
援
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農家とつくる山形イタリアン
アル・ケッチァーノ

（山形県鶴岡市）

　

20
年
前
、
自
分
た
ち
の
ブ
ド
ウ
畑
か
ら
は
じ

め
た
小
さ
な
ジ
ャ
ム
工
場
。
今
で
は
売
上
32
億

円
、
従
業
員
２
７
０
名
の
企
業
に
成
長
し
ま
し

た
。
そ
の
秘
訣
は
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た
も
の

づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
で
す
。
地
元
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
各
地
の
食
材
を
加
工
し
、
全
国
の

百
貨
店
な
ど
に
シ
ョ
ッ
プ
展
開
し
て
い
ま
す
。

小さなジャム工場から世界へ
セゾン・ファクトリー

（山形県高畠町）

　

20
戸
の
養
豚
農
家
が
集
ま
っ
て
は
じ
め
た
ハ

ム
工
房
。
ウ
ィ
ン
ナ
ー
作
り
体
験
、
レ
ス
ト
ラ

ン
と
徐
々
に
広
が
り
、
30
年
経
過
し
た
今
で
は

年
間
50
万
人
を
集
客
す
る
一
大
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン

ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８千人の町に50万人が

（三重県伊賀市）
もくもくファーム

特集 ～結集！食と農のチカラ～

　
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業

　

６
次
産
業
化
の
推
進
の
た
め
、

１
次
・
２
次
・
３
次
産
業
の
従
事

者
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
立

し
、
農
産
物
の
生
産
か
ら
加
工
・

販
売
ま
で
を
地
域
で
行
う
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
調
査
を
も
と
に
、
新
規
作
物
の

導
入
・
新
商
品
開
発
・
施
設
整
備
・

販
路
拡
大
に
至
る
実
践
プ
ラ
ン
の

作
成
お
よ
び
６
次
産
業
化
に
取
り

未
来
づ
く
り
エ
リ
ア
の

             

目
指
す
も
の



８人の皆さんから
〝成人〟をテーマに語ってもらいました。～新成人の皆さんから～

『今後の抱負』　
森谷 友樹さん
もりや・ともき(平鹿)

『成人式を迎えて』　
小坂 俊貴さん
 こさか・としき(増田)

『成人式を迎え』　
戸澤 栞さん

とざわ・しおり(雄物川)

『成人式を迎えて』　
伊藤 洋人さん
いとう・ひろと(山内)

『成人を迎えて』　
阿部 和樹さん
あべ・かずき(十文字)

『新成人として』　
石山 大さん
いしやま・だい(大雄)

『大人に成ること』　
菅原 柊里さん
すがわら・しゅり(大森)

■
新
た
な
時
代
を
つ
く
る　

　

８
月
15
日
、
横
手
市
民
会
館

で
、
平
成
25
年
度
横
手
市
成
人

式
が
行
わ
れ
７
６
９
人
が
参
加

し
、
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。　

　

始
め
に
五
十
嵐
市
長
が
「
こ

れ
か
ら
の
社
会
は
、
人
口
減
少

と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
て
、

皆
さ
ん
が
担
う
役
割
も
大
き
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
悩
み
、
苦

し
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
解
決
の

道
を
探
し
、
力
強
く
歩
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し

て
古
内
裕
輝
さ
ん（
雄
物
川
）が

「
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
た

ち
に
感
謝
し
ま
す
。
二
十
歳
を

機
に
社
会
的
責
任
が
大
き
く
な

り
ま
す
が
自
分
の
足
で
一
歩
一

歩
力
強
く
生
き
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
困
難
が
生
じ
て
も
そ
れ

に
臆
す
る
こ
と
な
く
新
し
い
時

代
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
成
人
式
の
実
行
委

員
ら
が
参
加
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
抱

負
な
ど
が
語
ら
れ
、
こ
の
模
様

は
、
後
日
、
横
手
か
ま
く
ら
エ

フ
エ
ム
で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
新
成
人
ら
は
、
旧

友
と
の
再
会
を
喜
び
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

成
人
と
は
子
供
か
ら
大
人

に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
。

僕
は
今
ま
で
楽
し
く
子
供
ら

し
く
生
き
て
き
ま
し
た
。
で

も
成
人
に
な
っ
て
か
ら
は
大

人
の
自
覚
と
責
任
を
し
っ
か

り
と
持
ち
、
一
歩
一
歩
進
ん

で
い
き
ま
す
。
こ
の
度
、
成

人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
社

会
の
中
の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

『成人という二文字』　
佐々木 和さん 　
ささき・かず(横手)　　　

中
学
生
の
頃
は
二
十
歳
と

い
う
と
大
人
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
自
分
も
素
敵
な
大
人

に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

あ
の
頃
と
変
わ
っ
て
い
な
い

自
分
に
が
っ
か
り
も
し
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
成
人
式
を
迎
え
た
今
、『
克

己
』
を
目
標
に
、
ま
た
、
今
ま
で
支
え

て
き
て
く
れ
た
家
族
、
友
達
、
自
分
に

関
わ
っ
て
き
た
人
に
感
謝
し
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
成
人
式
を
迎

え
て
ど
う
し
て
も
伝
え
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
父
さ
ん

母
さ
ん
こ
こ
ま
で
育
て
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
自
慢
の

両
親
に
巡
り
会
え
た
こ
と
を
幸
せ
に
思

い
ま
す
。
多
く
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い

た
愛
や
期
待
に
、
大
好
き
な
横
手
の
地

で
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
き
ま
す
。
上

京
し
て
故
郷
の
存
在
の
大
き
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
横
手
市
で
あ
り

続
け
る
た
め
の
原
動
力
と
し
て
頑
張
り

ま
す
。

　

私
が
今
、
笑
顔
で
前
を
向

い
て
歩
い
て
い
る
の
は
、
家

族
や
友
人
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。社
会
人
と
し
て
の
自
覚
・

責
任
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
、
支
え
て

く
だ
さ
る
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

日
々
言
葉
だ
け
で
な
く
形
と
し
て
表
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

ど
ん
な
困
難
に
も
め
げ
ず
に
、
今
よ
り

も
っ
と
人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

『
大
人
に
成
る
』
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
考
え
る
と
、

『
周
囲
か
ら
大
人
だ
と
思
わ

れ
る
』
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
誰
に
で

も
良
い
顔
を
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
自
分
と
い
う
も
の
を

持
ち
、
自
立
し
て
堂
々
と
生
き
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
『
大
人
』
に

な
っ
て
い
く
た
め
、
家
族
や
友
人
等
支

え
て
く
れ
る
人
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

  

『
責
任
』、
成
人
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
こ
の
言
葉
が
真

っ
先
に
頭
に
浮
か
ん
だ
。
言

葉
に
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、

そ
の
重
み
を
感
じ
、
背
負
う

こ
と
は
と
て
も
簡
単
と
は
言

え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
新
成
人
と
し
て

こ
れ
か
ら
大
き
く
な
る
社
会
的
責
任
の

重
さ
を
自
覚
し
、
日
々
過
ご
し
て
い
き

た
い
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
自
分
を
支

え
て
く
れ
た
、
両
親
を
は
じ
め
と
す
る

す
べ
て
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
生

き
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
度
、
成
人
式
を
迎
え

新
成
人
へ
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
ま
し
た
。
私
は
、
地
元

に
就
職
し
、
時
に
は
失
敗
も

あ
り
ま
す
が
、
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
日
々

成
長
す
る
た
め
に
目
標
を
し
っ
か
り
と

掲
げ
、
達
成
す
る
た
め
に
最
大
限
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
今
ま
で
私
を
支
え
て
く
れ
た
す

べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
、
信
頼
さ
れ
る

人
間
に
な
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
て
、
こ
れ

か
ら
『
大
人
』
と
し
て
巣
立

つ
こ
と
に
な
る
が
、
今
日
こ

の
日
ま
で
私
を
支
え
て
く
れ

た
家
族
や
友
人
な
ど
多
く
の

人
に
感
謝
の
意
を
述
べ
た
い
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
の
行
動
や
言
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
に

責
任
を
持
っ
て
、
一
人
の
『
大
人
』
で

あ
る
と
同
時
に
一
人
の
『
人
間
』
と
し

て
、
自
分
を
誇
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り

た
い
と
強
く
思
う
。
そ
れ
を
今
ま
で
支

え
て
く
れ
た
人
へ
の
恩
返
し
と
し
た
い
。

　

平成25年度横手市成人式

終始、初々しい雰囲気に包まれて行われた成人式

横手市民歌を合唱 友人たちと一緒に成人式を迎え、決意も新たに

新成人代表のあいさつをする古内裕輝さん

仲間と一緒に記念撮影
送迎バスの中も笑顔がいっぱいです友人と大人への一歩を歩み出します

　
平
成
25
年
度
　

　
　
　
　
横
手
市
成
人
式

　
平
成
25
年
度
　

　
　
　
　
横
手
市
成
人
式

平成25年度 成人式テーマ
　　　　　Ｒｅ：Ｓtart ～新たな旅立ちへ向けて～
平成25年度 成人式テーマ
　　　　　Ｒｅ：Ｓtart ～新たな旅立ちへ向けて～



盆
お
ど
り

８
/

15
i今
泉
祇
園

　
　
　
ば
や
し（
十
文
字
）

８
/

６
 ね
む
り
流
し

（
横
手
）

無病息災、五穀豊穣を祈る深間内神楽、道中姿の子どもたちに
よる早鳥舞（さとりまい）などを奉納。

８/23  深間内神楽（平鹿）

横手の夏祭り

増田（8/16）

平鹿（8/18）

十
文
字
今
泉
地
区
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
。
男
児

た
ち
に
よ
る
獅
子
の
口
割
や
、
女
児
た
ち
が
華

や
か
な
踊
り
を
舞
う
。

華麗に舞う

屋形舟を囲んで、色鮮やかな浴衣姿の踊り手たちの優
雅な輪が広がる。

横手（8/15）

 
夜
を
彩
る

８/16 屋形舟繰り出し・
　　　花火ショー（横手）
サイサイ囃子の太鼓や笛の音が力強く蛇の
崎川原に響き渡る。屋形舟の迫力ある繰り
出しと、高まる若衆の思い。豪華絢爛な花
火ショーを合図に、先陣を
争ってぶつかりあいを繰り
広げる。横手の夏が熱く燃
える一日となった。

長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
増
田
の
盆
お
ど
り
。

伝
統
の
踊
り
を
華
麗
に
披
露
。

揃
い
の
浴
衣
を
着
た
踊
り
手
た
ち
は
、
し
な

や
か
な
振
り
で
、
踊
り
を
繰
り
広
げ
た
。

平成　 年 市報よこて

　
各
地
に
伝
わ
る
夏
の
伝
統
行
事
。
横
手
に

は
誇
る
べ
き
歴
史
、
受
け
継
が
れ
る
伝
統
が

あ
り
ま
す
。
先
人
へ
の
思
い
を
込
め
、
勇
ま

し
く
艶
や
か
に
横
手
の
夏
が
彩
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
蛇
の
崎
川
原
に
集
結

し
た
小
舟
。
ろ
う
そ
く
の
灯
り
が
幻
想
的
に
辺

り
を
映
し
だ
す
。



市政の窓行政報告 
 栄光／市有地の売却

市報よこて 10No.190  2013(       25　).9.1市報よこて11 2013(       25　).9.1  No.190 平成　 年平成　 年

　市が所有している土地を一般競争入札で売却します。一般競争入札とは、市があらかじめ公表している最
低売却価格以上で、最高価格をつけた方に売却する方法です。参加者が一人の場合でも入札を行います。

ＨＰページ番号000001232ＨＰページ番号000001232市が所有する土地を売却します市が所有する土地を売却します

【市有地の売却】
所 在 地

①横手市三枚橋地区12ブロック５ロット
　従前地　上三枚橋20番１外７筆　　※
②横手市三枚橋地区26ブロック１ロット（Ａ）
　従前地　駅前町14番２の内　　　　※
③横手市三枚橋地区26ブロック１ロット（Ｂ）
　従前地　駅前町14番２の内　　　　※
④横手市三枚橋地区26ブロック１ロット（Ｃ）
　従前地　駅前町14番２の内　　　　※
⑤横手市神明町334番３
⑥横手市杉目字七日市１番９
⑦雄物川町造山字十足馬場210番１
⑧雄物川町造山字十足馬場210番18
⑨大森町八沢木字本木100番11

地　目

宅　地

宅  地
 

宅　地

宅　地

宅　地
原　野
宅　地
宅　地
宅　地

最低売却価格

 73,700,000円

  9,120,000円
 

  7,570,000円
 

  7,560,000円

  5,518,800円    
 44,153,000円 
  1,342,420円 
  1,529,100円 
    256,536円 

 面　積
   
 2,241㎡（約679坪）  

      490㎡（約148坪）
 
 　   

363㎡（約110坪）
 

　  　
363㎡（約110坪）

   262.80㎡（約79坪）    
    6,590㎡（約1,996坪）
　 671.21㎡（約203坪）      
   764.55㎡（約231坪）
   285.04㎡（約86坪）     

※物件番号①～④は土地区画整理事業区域内の土地で
　区画整理による仮換地の仮地番と従前の土地の地番
　を表示しています。土地の面積は仮地番の面積で、
　土地の登記は区画整理の換地処分完了後になります。

◆申込期限／９月24日（火）
◆入札日時／９月25日（水）午後１時30分～
◆入札場所／本庁北庁舎３階　屋内訓練場
◆問合せ／財務部管財課（北庁舎内）  35-2168

 　８月４日、両国国技館で開催された第24回全国都道
府県中学校相撲選手権大会で、秋田県代表として選抜
された平鹿中学校３年生の齊藤匡平さんが、軽量級で
３位に入賞しました。相撲での全国中学校大会入賞は
横手で初となります。８月12日、入賞の報告に訪れた
齊藤さんに五十嵐市長は、「相撲は地域の伝統あるス
ポーツです。相撲人口が減ってきている中、全国トッ
プレベルの選手として、相撲を目指す子どもたちの良
き先輩となって、これからもがんばってもらいたい」
と激励しました。
　齊藤さんは「全国大会ということで、はじめは緊張
しましたが、落ち着くように気持ちを切り替え、個人
戦ではリラックスして対戦することができました。優
勝したライバルに負けたのは悔しいですが、結果を残
せてうれしいです」と喜びを語りました。

　小学校２年生から相撲をはじめ、持ち前のパワーと
センス、スピードを生かし、全国トップレベルに成長
した齊藤さんの今後の活躍が期待されます。

【平成25年度東北中学体育大会】 ◆ソフトテニス 女子団体 準優勝 増田中 ◆水泳 女子100㍍バタフライ 第
３位 赤間彩生（十文字中） ◆陸上 低学年女子４×100㍍リレー第３位 横手南中、女子走り幅跳び 第３位 高橋
桃華（増田中）、女子走り高跳び 第３位 飯塚茜（横手清陵学院中） ◆柔道 女子70㎏超級 第３位 佐藤果（横手南中）
【東北電力旗第26回東北ミニバスケットボール大会】 ◆女子 第３位 旭スターキッズ

第24回全国都道府県中学校相撲選手権大会　
平鹿中・齊藤匡平さんが３位に入賞
第24回全国都道府県中学校相撲選手権大会　
平鹿中・齊藤匡平さんが３位に入賞

市内の小・中学生が東北大会で好成績を収める市内の小・中学生が東北大会で好成績を収める

賞
状
を
手
に
、
市
長
と
一
緒
に
喜

び
の
表
情
の
、
平
鹿
中
・
齊
藤
匡

平
さ
ん（
右
）

チャレンジデー2013特別賞授与式

 ユニークな広報活動を表彰

授与式を終えて喜びの表情の皆さん

　

５
月
に
開
催
さ
れ
た
住
民
総
参
加

型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
『
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
２
０
１
３
』
で
、
優
れ
た

広
報
活
動
を
行
っ
た
と
し
て
、
横
手

市
が
広
報
ア
イ
デ
ア
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
広
報
し
た
自
治
体

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
対
戦
相
手
の

兵
庫
県
豊
岡
市
と
横
手
市
が
と
も
に

受
賞
し
た
も
の
で
す
。
今
年
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
で
は
、
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
局
へ
の
電
話
に
よ

る
出
演
や
、
豊
岡
市
長
と
五
十
嵐
市

長
の
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
エ
ー
ル
の

交
換
、
勝
利
し
た
横
手
市
の
市
民
歌

を
豊
岡
市
の
エ
フ
エ
ム
局
が
放
送
す

る
な
ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を

周
知
す
る
広
報
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
手
か
ま
く
ら
エ
フ

エ
ム
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日

の
模
様
を
各
地
域
か
ら
生
中
継
。

今
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、

横
手
市
全
域
と
し
て
の
初
参
加

と
な
り
、
市
を
あ
げ
て
の
取
り

組
み
の
結
果
、
豊
岡
市
に
勝
利

し
ま
し
た
。
当
日
は
約
７
万
人

の
市
民
が
参
加
し
、
体
を
動
か

す
こ
と
を
楽
し
み
、
健
康
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
、
市
役
所
南
庁
舎

で
行
わ
れ
た
授
与
式
に
は
、
横

手
か
ま
く
ら
エ
フ
エ
ム
・
小
笠

原
豊
制
作
営
業
局
長
、
各
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ら
関
係
者
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
主
催
す
る
笹

川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
渡
邉
一
利
専
務

理
事
が
、
五
十
嵐
市
長
に
記
念
の
盾

を
授
与
し
ま
し
た
。
渡
邉
専
務
理
事

は
「
楽
し
い
企
画
を
行
っ
て
も
ら
い
、

住
民
へ
の
周
知
を
図
っ
た
こ
と
を
感

謝
し
た
い
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
さ

ら
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り

が
広
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
市

長
は
「
参
加
率
は
予
想
以
上
。
４
月

に
ス
ポ
ー
ツ
立
市
宣
言
を
行
っ
た
の

で
、
励
み
に
な
る
。
今
後
も
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

ラジオドラマ『ゴサキヨ２』放送開始 

声優として市民も参加

オーディション参加者と番組スタッフ

講演する工藤進英医師

大腸がん予防講演会 

内視鏡手術のグローバル化を
　

８
月
18
日
、
横
手
市
民
会
館
で
、

昭
和
大
学
横
浜
市
北
部
病
院
消
化
器

セ
ン
タ
ー
長
・
工
藤
進
英
医
師
に
よ

る
講
演
会『
大
腸
が
ん 

こ
れ
だ
け
知

れ
ば
怖
く
な
い
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

工
藤
医
師
は
、
大
仙
市
出
身
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
『
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
〜
仕
事
の
流
儀
〜
』
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
大
腸
が
ん
内
視
鏡
手

術
の
世
界
的
権
威
。
秋
田
赤
十
字
病

院
勤
務
時
に
『
幻
の
が
ん
』
と
さ
れ

て
い
た
陥
凹
型
（
か
ん
お
う
が
た
）

大
腸
が
ん
を
発
見
。
内
視
鏡
検
査
件

数
は
20
万
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

講
演
で
は
「
世
界
的
に
見
て
も
最

高
レ
ベ
ル
の
日
本
の
内
視
鏡
検
査
技

術
を
広
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
内
視

鏡
機
器
の
日
本
製
の
割
合
も
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
。
世
界
の
人
々

が
、検
査
で
日
本
に
訪
れ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
は
、
が
ん
死
亡
率
全
国
１

位
、
大
腸
が
ん
死
亡
率
は
全
国
で
２

位
と
な
っ
て
お
り
、
横
手
市
で
も
今

回
の
講
演
を
契
機
に
、
一
層
、
が
ん

予
防
の
検
診
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

美
郷
町
と
横
手
市
が
平
泉
文
化
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
昨
年
横
手
か
ま
く

ら
エ
フ
エ
ム
で
放
送
し
た
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ『
ゴ
サ
キ
ヨ
』の
続
編
が
制
作
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
８
月
19
日
に
声

優
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
は
、
10
代
か
ら
60

代
ま
で
の
方
々
が
応

募
。
緊
張
し
た
面
持

ち
で
、
台
本
を
読
む

テ
ス
ト
に
臨
み
ま
し

た
。
応
募
し
た
人
た

ち
は
、
「
地
域
の
た

め
に
な
り
た
い
」
や

「
将
来
声
優
に
な
り
た
い
か
ら
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
番
組
は『
ゴ
サ
キ
ヨ
２ 

黄

金
歴
史
街
道
再
び
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、
１
回
目
を
８
月
25
日
正
午
に

放
送
。
今
後
、
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
合
格
者
を
加
え
、

来
年
３
月
ま
で
、
毎
月
最

終
日
曜
日
の
計
７
回
の
放

送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

番
組
制
作
を
進
め
る
横

手
市
・
美
郷
町
後
三
年
合

戦
活
用
協
議
会
で
は
、
ド

ラ
マ
放
送
と
一
緒
に
平
泉

で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。



市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

環　境
　

今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
『
秋

田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
略
称
秋
田
Ｄ
Ｃ
）
』
で

は
、
横
手
市
に
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
き
れ
い
な
町
で
観
光

客
を
迎
え
る
た
め
に
、
全
市
一
斉

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
を
実
施

し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
企
業
や
団

体
に
は
、認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

ご
み
拾
い
以
外
に
も
、
標
識
や
看

板
の
清
掃
、
公
園
の
枝
木
の
剪
定

や
草
む
し
り
な
ど
、
多
く
の
人
が

集
ま
る
場
所
で
の
美
化
活
動
が
認

定
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
必
要
な
道

具
や
飲
み
物
を
提
供
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間
／
９
月
24
日（
火
）〜

　

30
日（
月
）

◆
実
施
場
所
／
参
加
団
体
等
が
選

　

定
し
た
場
所

◆
参
加
団
体
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

　

体
、
横
手
市
内
の
事
業
所
や
町

　

内
会
等

◆
申
込
期
限
／
９
月
10
日（
火
）

◆
主
催
／
横
手
平
鹿
地
域
ご
み
ゼ

　

ロ
あ
き
た
推
進
会
議

◆
共
催
／
秋
田
県
平
鹿
地
域
振
興

　

局
、
横
手
市

◆
申
込
方
法
／
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

　

窓
口
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
申
込
用
紙
は
窓
口
に
用

　

意
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
み
】

　

県
平
鹿
地
域
振
興
局
福
祉
環
境

　

部
環
境
指
導
課

　

  

４
５
‐
６
１
３
９

　

  

３
２
‐
３
３
８
９

　

市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　

手
庁
舎
内
）

　

  

３
５
‐
２
１
８
４　

　

  

３
３
‐
７
８
３
８　

　

ま
た
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

秋
田
Ｄ
Ｃ
・
横
手
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ウ
イ
ー
ク
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

ＨＰページ番号／000015838

防　災
　

市
で
は
高
齢
者
世
帯
を
中
心
に

防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
貸
与
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
た
に
対
象
に
な
っ

た
世
帯
で
は
、
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
貸
与
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
方
が
い
る
世
帯
。
ほ
か
に
日
中

高
齢
者
が
一
人
に
な
る
な
ど
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

＊
ラ
ジ
オ
の
音
声
が
聞
こ
え
に
く

　
い
場
合
な
ど
も
お
気
軽
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。

【
申
請
先
・
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
危
機
管
理
室（
北

　

庁
舎
内
）  

３
５
‐
２
１
９
５

　

ま
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課

防
災
ラ
ジ
オ
を
貸
与
し
て
い
ま
す　
　

ＨＰページ番号／000011844農　業
　

新
し
い
農
作
業
機
械
の
開
発
や

新
規
栽
培
方
法
の
実
践
な
ど
、
市

内
で
ま
だ
誰
も
取
り
組
ん
で
い
な

い
技
術
に
、
挑
戦
し
よ
う
と
し
て

い
る
方
を
対
象
に
助
成
制
度
を
設

け
ま
し
た
。
農
作
業
機
械
等
の
改

良
費
用
や
資
材
等
の
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
市
内
で
農
畜
産
物
を

　

生
産
販
売
す
る
個
人
や
農
業
法

　

人
◆
対
象
事
業
費
／

　【
作
業
機
械
等
】１
０
０
万
円
以

　

上

　
【
資
材
購
入
等
】50
万
円
以
上　

　
※
い
ず
れ
も
税
抜
き
金
額

◆
補
助
率
／
事
業
費（
税
抜
き
）の

　

２
分
の
１
以
内

◆
助
成
限
度
額
／

　【
作
業
機
械
等
】１
経
営
体
当
り

　

１
０
０
万
円

　【
資
材
購
入
等
】１
経
営
体
当
り

　

50
万
円

※
毎
月
10
日
が
締
め
切
り
で
、
他

　

の
事
業
で
助
成
を
受
け
た
も
の

　

は
除
き
ま
す
。
助
成
対
象
と
な

　

る
事
業
か
ど
う
か
は
、
専
門
家

　

に
よ
る
審
査
会
で
審
査
し
ま
す
。

　

ま
た
予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま

　

す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

市
産
業
経
済
部
農
業
振
興
課（
県

　

平
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
２
‐
２
１
１
３

先
駆
け
農
業
応
援
事
業

〜
独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
頑
張
る
農
家
を
応
援
し
ま
す
〜

ＨＰページ番号／000015845

観　光
　

６
月
に
公
募
し
た
横
手
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に

全
国
か
ら
40
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
大
阪
市
在
住
の
今

井
弘
実
さ
ん
の
作
品
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
ピ
ン
バ
ッ

ジ
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

横
手
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
事

　

務
局
（
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト
内
）

　
　

３
８
‐
８
６
５
３

　
　

３
６
‐
０
０
８
８

横
手
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
し

ま
し
た　

ＨＰページ番号／000015703

 

　ひらがなの『よ』をモチーフに会議、研修、
　スポーツ大会での交流の様子を表しています

○固定資産税３期 ○国民健康保険税３期
○介護保険料３期 ○後期高齢者医療保険料３期 

　納期限は９月30日です

◆市税等の納付は便利・安心・確実な
　口座振替で！口座振替の方は残高の
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

○固定資産税３期 ○国民健康保険税３期
○介護保険料３期 ○後期高齢者医療保険料３期 

　納期限は９月30日です

◆市税等の納付は便利・安心・確実な
　口座振替で！口座振替の方は残高の
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

４
11
18
25

２
９
16
23
30

３
10
17
24

１
８
15
22
29

７
14
21
28

５
12
19
26

６
13
20
27

９月 -September-

市長面会日のお知らせ

◆日　　時／９月25日(水)午前９時～10時30分
　　　　　　※１人につき15分で６人までになります
◆申込期限／９月19日(木)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033、1034）

【市内の空間放射線量】◆期　間／７月21日～８月20日
◆場　所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署
◆結　果／毎時0.05～0.07マイクロシーベルト

　認知症や障がいなどにより判断能力が低下している
方の権利擁護や成年後見制度の利用に関する相談会を
開催します。弁護士、司法書士、社会福祉士が相談に
応じます。秘密は厳守されますので、お気軽にお申し
込みください。
◆対象者／市内にお住まいの方、市内の福祉・保健・   
          医療関係の事業所に勤務されている方
◆日  時／９月25日（水）午後１時30分～４時30分　
          ※11月と平成26年１月、３月にも開催予定
◆会  場／横手庁舎４階会議室
◆定  員／先着４組
◆申込開始／９月２日（月）
◆申込方法／電話で市東部地域包括支援センターまで   
            お申し込みください。
◆申込み／市東部地域包括支援センター（横手庁舎内）
　　　　　　35-2160

第１回市民後見定期相談会開催のお知らせ第１回市民後見定期相談会開催のお知らせ

　平成27年４月に開校する雄物川小学校校歌の歌詞を
募集しています。夢や希望を持って学校生活を送る子
どもたちにふさわしい歌詞をお待ちしています。
◆応募資格
  ◎横手市内にお住まいの方 ◎横手市内に通学また    
  は通勤している方 ◎横手市出身の方 ◎横手市に以  
  前住んでいた方等ゆかりのある方
◆応募期限　９月13日（金）
◆応募方法
  任意の用紙に歌詞を記載し持参・郵送・ファクスの  
  いずれかの方法で応募してください。市のホームペ   
  ージの応募フォームからも応募できます。
◆留 意 点
  氏名（ふりがな）、住所、電話番号、生年月日、職業  
  または学校名を記入したものを添付してください。     
  １人または１団体、１作品までとし、歌詞は３番以      
  内とします。作品中の漢字には、ふりがなを付けて   
  ください。作品は、自作・未発表のものとします。
◆応 募 先
  〒013-0023 横手市中央町８番12号 市教育委員会学      
  校統合推進課（かまくら館内）　35-2145 　32-4034

雄物川小学校校歌の『歌詞』を募集中です雄物川小学校校歌の『歌詞』を募集中です

◆入居条件／公営住宅法に定める入居資格を有する方
　です。市建築住宅課か市のホームページで確認して
　ください。なお、家賃は所得額によって異なり、暴
　力団員（同居者を含む）は応募できません。
◆申込方法／市建築住宅課窓口または各地域局産業建
　設課で入居希望者本人と面談を行います。申込書に

　必要書類を添付してお申し込みください（郵送不可）。
　※申込者多数の場合は、抽選会９月27日（金）の予定
◆申込期間／９月２日（月）～12日（木）
◆入居時期／10月17日（木）以降
◆申込み・問合せ／市建設部建築住宅課（県平鹿地域   
  振興局内）　35-2224、または各地域局産業建設課

②特定公共賃貸住宅
募集戸数
１
１

      建築様式
木造平屋建て
３階建ての３階

地域名
平　鹿
大　森

    名　　称
五十田団地
特定西野住宅

間取り
３ＤＫ
３ＬＤＫ

築年度
Ｈ９
Ｈ10

家賃（円）
51,600～
 50,000

③定住促進住宅
募集戸数
１

      建築様式
２階建ての１階

地域名
山　内

    名　　称
南相野々住宅

間取り
１ＬＤＫ

築年度
Ｈ17

家賃（円）
 29,000

①公営住宅
築年度
Ｓ54
Ｓ58
Ｓ63
Ｓ54
Ｈ11
Ｓ56
Ｈ７
Ｓ51
Ｈ19

間取り
３ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３ＬＤＫ
２ＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
15,000～
18,000～
16,200～
11,500～
20,900～
16,900～
26,000～
10,000～
27,500～

      建築様式
４階建ての４階
３階建ての１階
３階建ての１階、２階
２階建て（集合）
２階建ての１階、２階
３階建ての３階
３階建ての１階
２階建て（集合）
２階建て（集合） 

募集戸数
１
１
２
１
２
１
１
１
１

地域名

平　鹿

大　森

十文字

   　 名　　称
南町住宅
南朝日が丘住宅
南朝日が丘住宅セカンド
第二道川団地
五十田団地
大中島住宅
西野団地住宅
十五野住宅
旭団地

横　手

市営住宅の入居者募集！ 　～申し込みは９月12日まで～　ＨＰページ番号000005891



子
ど
も
た
ち
か
ら
の
ヒ
ン
ト

●問合せ●市総務企画部国文祭推進事務局　23-8508

　『第29回国民文化祭・あきた2014』 の開催まで
あと１年１カ月あまりとなりました。横手市では
『太鼓の祭典』や『ダンスフェスティバルin横手』
など８つのイベントを企画しています。今回は間
近に迫ったプレイベント等を紹介します。
◎太鼓フェスティバル
　県内の太鼓チーム27団体が演奏を披露します。
　◆日　時／９月16日（月）午前10時～午後３時
　◆場　所／秋田ふるさと村　
　◆入場料／中学生以上500円　　　
　◆問合せ／秋田ふるさと村 　33-8800
◎あきたＹＯＳＡＫＯＩキッズ祭り
  小中学生を中心に東北各地からＹＯＳＡＫＯＩ
　チームが参加します。　
　◆日　時／９月21日（土）午前10時～午後４時30分

　◆場　所／イオン横手店駐車場、横手地域局前
　　　　　　（よこてにぎわいカーニバル会場）、
　　　　　　秋田ふるさと村
　◆問合せ／あきたＹＯＳＡＫＯＩキッズ祭り実
　　　　　　行委員会（横手商工会議所内）
　　　　　　　32-1170
◎横手市プレイベント
　『冨永芳憲レクチャーコンサート』
　横手市出身で、ファゴット奏者として活躍中の
　冨永芳憲氏のレクチャーコンサートを開催します。
　◆期日／９月15日（日） 開演14:00（開場13:30）
　◆会場／横手市民会館　
　◆料金／無料　※事前整理券が必要。事前整理
　　　　　券は市民会館と各生涯学習センター、　
　　　　　横手地域は各公民館で配布しています。

国民文化祭つうしんわ
くわ

く♪♪

vol.4

わくわく♪♪国民文化祭つうしんでは、国民文化祭についての情報や、横手市
での取り組みなどを紹介していきます。次回もお楽しみに！

秋田ＤＣがやってくる！　みんなで考えよう、 おもてなし。秋田ＤＣがやってくる！　みんなで考えよう、 おもてなし。
連載コラム    第３回 横手のために、みんなでできることは

ＪＲ黒沢駅（山内）のホーム。電車
を降りると色鮮やかな花が迎えてく
れます

　　

８
月
３
日
か
ら
恒
例
の
『
夏
の
横
手
市

フ
ェ
ア
』
が
首
都
圏
で
開
か
れ
、
ス
イ
カ

な
ど
の
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
５
日
は
、
七
夕
ま
つ
り
前
日
で
に
ぎ

わ
う
仙
台
市
内
で
、
増
田
の
ま
ち
な
み
を

宣
伝
す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
お
披
露
目

式
に
合
わ
せ
て
、
仙
台
の
皆
さ
ん
に
も
試

食
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
ス

イ
カ
は
、
長
雨
に
よ
る
病
害
が
出
る
な
ど

心
配
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
市
場
で
の

品
薄
感
な
ど
か
ら
市
況
は
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
売
り

場
で
の
反
応
も
よ
く
、
多
く
の
方
が
「
甘

く
て
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

売
り
場
に
立
っ
て
み
る
と
、
そ
の
他
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
重
い
し
、
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
出
る
」
と

の
お
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
売
り
場
で

の
や
り
と
り
に
は
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

先
日
、
雄
物
川
北
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
手
作
り
の
ス
イ
カ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

ス
イ
カ
農
家
の
圃
場
で
、
５
月
か
ら
栽
培

の
手
伝
い
を
し
て
お
り
、
苗
植
え
か
ら
つ

る
の
整
理
、
受
粉
な
ど
を
行
っ
て
き
た
と

の
こ
と
で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の
は
、

そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
お
い
し
さ
の
説

明
だ
け
で
は
な
く
、
栄
養
価
や
効
き
目
、

皮
の
お
い
し
い
食
べ
方
レ
シ
ピ
も
載
っ
て

い
た
こ
と
で
す
。
皮
を
『
無
駄
な
も
の
』

と
せ
ず
、
お
い
し
い
食
べ
方
を
紹
介
し
て

く
れ
て
い
る
こ
と
に
、
販
売
の
ヒ
ン
ト
を

感
じ
ま
し
た
。
私
自
身
も
、
ス
イ
カ
を
冷

蔵
庫
で
凍
ら
せ
て
、
そ
れ
を
ミ
キ
サ
ー
に

か
け
て
ジ
ュ
ー
ス
と
し
て
飲
ん
で
い
ま
す
。

お
い
し
さ
は
そ
の
ま
ま
に
、
栄
養
分
や
繊

維
質
も
損
な
わ
ず
手
軽
に
飲
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
ま
ま
食
べ
る
こ

と
が
最
も
お
い
し
い
食
べ
方
で
す
が
、
消

費
拡
大
に
は
食
べ
方
の
ア
イ
デ
ア
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
イ
カ
が
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
も
し
か
し
た
ら
あ
る
年
代
よ
り
上

に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
横
手
市
フ

ェ
ア
は
、
消

費
地
に
足
を

運
び
、
直
接

消
費
者
と
ふ

れ
合
い
な
が

ら
情
報
を
収

集
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を

教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

首都圏の消費者も上々の反応

 国民文化祭つうしん／観光連載コラム  『もやしもん』でお出迎え／市長コラム

「秋田ＤＣ」＆「もやしもん」で
    　         横手のまちを盛り上げよう！
「秋田ＤＣ」＆「もやしもん」で
    　         横手のまちを盛り上げよう！

『もやしもん』キャラクターを使って観光客をお出迎え
　『もやしもん』は講談社『モーニングツー』で連
載されているマンガで、農大の学生達が『菌』をめ
ぐってさまざまなドラマを繰り広げます。登場する
『菌』たちのかわいらしさから、子供たちにも愛さ
れるキャラクターとして、横手市としては、各種事
業に取り入れていくことにしています。
　今回は、市民参加のイベントを紹介します。

①よこて温泉スタンプラリー『もやしもん』バージョン
　市内12の温泉施設で行っている『よこて温泉スタ
ンプラリー』の特別版を、期間限定で開催します。
10～12月の秋田ＤＣ期間中に、すべてのスタンプを
集めた方にプレゼントを進呈。スタンプ台紙等は10
月１日から各温泉施設に設置します。

②ＪＲ横手駅を『もやしもん』シールで装飾（園児）
  ＪＲ横手駅との連携で、横手駅舎内の壁や窓に市
内の保育園や幼稚園の園児たちが、『もやしもん』キ
ャラクターのシールを貼り付け、『もやしもん』キャ
ラクターが出迎える駅として全国に発信していきま
す。詳細については、各施設にご案内します。

③ＪＲ横手駅を『もやしもん』シールで装飾（一般）　
②と同様、 『もやしもん』キャラクターのシール装
飾に、市民ボランティアを募集します。
～市民ボランティアの参加者募集～
◆日時／９月26日（木）午後１時30分～（１～２時間程度）
◆場所／ＪＲ横手駅舎内
◆作業内容／指定された場所にキャラクターシール
　を貼り付けます。
◆申込要件／横手市在住、または横手市内に勤務し
  ている18歳以上の方（高校生不可）
◆申込方法／電話でお申込みください（氏名、住所、
　連絡先等を確認します）
◆申込期日／９月５日（木）・６日（金）・９日（月）
　午前９時～午後５時まで　※先着50人

●申込み・問合せ／市産業経済部観光物産課　32-2118
　　　　　　　
　　　　　　　　

 

Ｌ・エドデス

Ｓ・ルードヴィヒ（子のう菌。酵母）

Ｂ・ナットー

　　もやしもんツアーや
　　もやしもんリンゴの販売等企画中！
　　詳細は次回お知らせしま～す。

（キノコの一種。椎茸）

（枯草菌の一種。納豆菌） 　　

　石川雅之／講談社○Ｃ

◆身近にできることから始めよう
　連載コラムでは、おもてなしの大切さやＰＲに
ついてお話ししてきました。今回は、いよいよ実
践編！横手の魅力を伝えるために皆さんも一緒に
活動してみませんか。
　例えば、行き交う人にあいさつをする。横手を
訪れた観光客の気持ちを明るくさせ、コミュニケ
ーションのきっかけになるかもしれません。
　また、自分たちの街をきれいにすることも大切
です。落ちているゴミを拾ったり、公園や学校の
花に水をあげたりする。住んでいる人も、訪れた

人も気持ちのいい街を
実感できます。
　ポイントになるのは、
自分がうれしかったこ
とや感動したことを他
の人にも共有してもら
うこと。観光地へ旅行
した際に、きれいな花
を目にして心が安らい

だことはありませんか。また公衆用トイレの清掃
が行き届いていて清潔さを感じたことはありませ
んか。ほんのささいなことでも「良かった」と思っ
てもらえることが、街全体のイメージアップにつ
ながることがあります。
　横手市を訪れた観光客の心が癒やされたり、旅
を満喫してもらうためには、市民の皆さんの温か
い気持ちと心遣いが必要です。皆さんの力で、横
手市を素敵な街にしてみませんか。

◆クリーンアップウィークを実施します
　10月からの秋田ＤＣや来年度開催される国民文
化祭あきた2014に向けて、９月24日から30日の期
間に『クリーンアップウイーク』を実施し、市内
の清掃活動などを行います。きれいな街でお客様
をおもてなししましょう。詳しくは12ページをご
覧ください。

●問合せ　産業経済部観光物産課　32-2118
《次回は「いよいよ本番！秋田ＤＣ特別編☆」》



　今年で３回目となる『ＹＯＫＯＴＥ 音 ＦＥＳＴＩＶＡＬ』
が、８月18日に市内の５会場で開催され、80組を超える
出演者が熱い演奏を披露しました。
  光明寺公園会場で行われた明照保育園のマーチングバ
ンドは、ミッキーマウスのマーチなどを元気に演奏しま
した。遠くは静岡県からの出演者や、ＣＤを発売して活
動しているバンドなども出演し、さまざまなジャンルの
音楽にあふれ、子どもから大人まで会場が一体となる音
楽イベントとなりました。

Topics

３年ぶりのプロ野球公式戦  

演奏が地域を元気にする
■平鹿音楽祭（平鹿）

来場者の心に響いた吉田小、平鹿中、平成高の合同演奏

　今回で３回目を迎えた平鹿音楽祭が８月17日、浅舞公
民館で開催されました。吉田小学校スクールバンドと平
鹿中学校や平成高校の吹奏楽部が、歌謡曲などのなじみ
のある曲を披露。客席は満席になる盛況ぶりでした。
　第２部では、横手市出身のサクソフォーン奏者・成田
徹氏が魅力ある音色を奏でたほか、横手吹奏楽団も復興
支援ソングなどを演奏しました。最後は、横手市民歌の
大合奏で締めくくられ、来場者にとっては、さまざまな
曲を堪能することができた音楽祭になりました。

真夏の夜に笑顔のにぎわい

　今回で18回目を迎えた『は・は・は祭』が、雄物川町今
宿商店街通りで行われ、約4,000人が訪れました。
　吉田小学校マーチングバンドのドリル演奏で幕を開け
雄物川高校吹奏楽部の演奏、雄物川北小学校合唱部の合
唱とステージは進行。第２会場では、ギターの弾き語り
やバンド演奏、ヒップホップダンスなどの歌と踊りに観
客から一曲ごとに大きな拍手が起こりました。通りでは
西馬音内盆踊りとおなじみのよさこいソーランが披露さ
れ、夏の一夜を盛り上げました。

■第18回『は・は・は祭』（雄物川）

　８月10日、プロ野球イースタンリーグの楽天対日本
ハム戦がグリーンスタジアムよこてで行われ、約1,000
人の観客が、プロのスピードとパワーあふれるプレー
を観戦しました。市内のスポーツ少年団の子どもたち
も多く訪れ、横手市で３年ぶりに開催されたイースタ
ンリーグの公式戦を楽しんでいました。

  高校や大学などで活躍した旧雄物川中学校のバスケ
ットボール部ＯＢが、バスケットボールを通じた世代
交流を目的に『雄物川ドリームチーム☆2013』を８月
14日、雄物川体育館で開催しました。５回目の今年は
琴丘中学校の男女バスケットボール部を招待し、横手
明峰中学校の選手などが交流を深めました。

合唱を披露する雄物川北小学校の児童

音楽が観客の心に通じた音フェス

   恒例のバスケットイベント （横手）（雄物川）

 

横手の街に音があふれた一日
■ＹＯＫＯＴＥ 音 ＦＥＳＴＩＶＡＬ（横手）

 

 

　７月に開催された第10回よこての全国線香花火大会
で、来場者からの協力金で購入した花火を被災地の子
どもたちに届けようと、下タ村正樹・大会実行委員長
らが、７月31日に岩手県釜石市の鵜住居保育園を訪れ、
子どもたちにプレゼントしました。子どもたちは花火
を手にするとうれしそうに歓声をあげていました。

釜石の子どもたちに花火を届ける

■サッカークリニック＆トークショー（横手）

こどもたちの夢の架け橋に

　日本サッカー名蹴会の金田喜稔さんと都並敏史さんに
よるサッカークリニックとトークショーが８月11日、横
手北中で行われました。市内のサッカースポーツ少年団
員など90人が参加。ボールの受け方やパスの出し方など
基本技術の指導を受けたほか、ミニゲームも行いました。
　午後からは元日本代表の２人が体験談を披露。金田さ
んは「サッカーの裾野を広げたい思いで皆さんのもとに
来た。サッカーを楽しみながら、ぜひワールドカップを
目指してほしい」とエールを送りました。子どもたちにあいさつする都並さん（中央右）と金田さん（中央左）

（平鹿）

　８月15日、『平和の鐘を鳴らそう』集会が、平鹿町の
西法寺で開かれました。これは、横手ユネスコ協会が
終戦記念日に行っているもので、今回で16回目の開催
になります。参加者は１人ずつ鐘を突きながら世界平
和と東日本大震災の復興を祈り、最後に全員で平和宣
言を読み上げ、平和への誓いを新たにしました。

平和への願いを心に刻む

■全日本元祖たらいこぎ選手権大会（増田）

強い日差しの中、熱戦を展開

　８月16日、増田地域の恒例行事『第27回全日本元祖た
らいこぎ選手権大会』が真人公園で行われました。
　遠くは京都など県内外から、子ども・中学生以上の男
女・団体の４部門に135人が参加。42.195㍍先のゴールを
目指して順調に進む選手がいる一方、転覆する選手も続
出し、沼の周りを囲んだ観客の笑いを誘っていました。
　３年前に１分15秒41の大会記録を出した佐藤信賢さん
は「運動不足で前に進みませんでした。お盆の恒例行事に
なっているので来年も参加します」と話してくれました。ゴールを目指し懸命にたらいをこぐ選手

　８月16日から18日の間、スポーツ立市記念事業として
高校野球の名門校、早稲田実業学校と慶應義塾高校を招
待し、高校野球サマーキャンプが行われ、横手市内の高
校などが、それぞれと対戦しました。平成高校の小野寺
輝主将は「とても良い経験になりました。今回の対戦を
機に、練習の取り組み方やプレーに対する意識を見直し
ていきたいです」と対戦後の気持ちを話してくれました。
　17日には『早慶戦』を実施。白熱した試合を繰り広げ
る球児たちに、多くの観客が声援を送りました。

■早実・慶應招待『高校野球サマーキャンプ』

熱戦！横手球児の熱い夏

増田高校の攻撃増田高校の攻撃

平成高校の攻撃平成高校の攻撃

増田高校ＶＳ慶應義塾高校（左）、平成高校ＶＳ早稲田実業学校（上・下）



村上　千恵さん
むらかみ　ちえ（24歳・横手）
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Ｒ
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Ｔ
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。
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て
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し
て
い
ま
す
。

伊東　潤さん
いとう　じゅん(29歳・横手）
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震
災
の
爪
あ
と
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残
る
陸
前
高

田
市
で
暮
ら
す
家
族
に
つ
い
て
、

「
津
波
の
被
害
を
受
け
、
今
も
仮

設
住
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で
暮
ら
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て
い
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。
体

に
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は
十
分
気
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い
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す
」
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話
す
潤
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ん
。
実
家

の
こ
と
を
、
常
に
気
に
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け
て
い
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優
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わ
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き
ま
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。

■面積　232.29k㎡
■人口　20,620人
■世帯　7,540世帯

岩手県

陸前高田市
青森県

宮城県

秋
田
県

りくぜん　たかた　し

睦合保育所（十文字）ばら組のおともだち横手マリア園（横手）
ゆり組のおともだち

　横手ふるさと語りの会は、横手中央公民館主催
の語り部養成講座がきっかけとなり「子ども達に
“郷土の昔話や伝説”を方言で伝えたい」との思
いから、講座を受講したメンバーが中心となり平
成11年４月に結成したサークルです。
　現在、会員は16人。毎月第４土曜日の午後１時
30分から、こうじ庵での昔語りをはじめ、横手南
小学校や保育園、高齢者施設などでも披露してい
ます。９月15日にはかまくら館で、横手の文化を
広めようと『横手語りの祭り』を行う予定です。
　「夢中になって昔語りを聞く子ども達の表情が、
私達のやりがいになっています。生涯現役でがん
ばります」と会員の皆さんは笑顔を見せます。
　代表の菅原さんは「地元の昔話や言い伝えを語
り継ぎ、方言の魅力も皆さんに知ってもらいたい
と思っています。興味のある方は、ぜひ一緒に語
ってみませんか」と話してくれました。
◆問合せ　菅原さん 　33-3070

材料（４～５人分）
○新米…２合　○片栗粉…大さじ１　○鶏もも肉…200g
○舞茸…200g　○ゴボウ… 70g  ○糸こんにゃく…150g
○セリ… 30g　○鶏がら…１羽分（無ければ鶏がらの素）
○しょう油…大さじ４　○酒…大さじ４　○水…１㍑
作り方
①新米は普通の水量で炊く。炊き上がったら片栗粉を混ぜ、
　すり鉢でつぶして団子状のだまこ餅をつくる。
②ゴボウはささがきに、舞茸は小房に分けておく。
③鶏肉は一口大に、セリは小口切りに、糸コンニャクは湯
　通しして食べやすい長さに切っておく。
④鍋に水１㍑と鶏がらを入れて火にかけ、アクを取りなが
　らだしをとる。鶏がらを除いて、しょう油・酒で味付け
　し、鶏肉、ゴボウ、舞茸、糸こんにゃくを加えて煮る。
⑤最後に、だまこ餅を加えて弱火で火を通し、お椀によそ
　ってセリを散らす。
◎今月の紹介者

１人分の栄養量
エネルギー 305.0kcal
タンパク質  13.4g
脂　　　質  10.0g
塩　    分   2.6g

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ

シイ
ってカラ

ダにイイ

横手市食生活改善推進協議会・横手支部
松井 光子さん（猪岡地区）
　新米のだまこ餅は、モチモチとした
食感が特徴で、消化も良くとてもおい
しいですよ。煮崩れしないように片栗
粉を入れるので、粉くささが残らない
ように弱火で火を通してください。食
欲の秋にはまず、新米で秋の味覚を味
わってみてください。

横手ふるさと語りの会

食事バランスガイド

主食

副菜

主菜
牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1 212

5

7

1 2

1

2

とっぴんぱらりのプー

　ＪＡ秋田ふるさとでは、
稲の栽培に通常使用する農

薬成分を半分に抑えた『ふるさとｅ
ｃｏらいす』の栽培を行っています。
作れば売れる時代から、消費者が求
める〝安全・安心なお米〟に対応し、
環境にやさしく、農家の生産コスト
削減にもつながるものです。消費者
からの信頼がさらに高まる米作りを
組合員全員で取り組んでいきます。
（ＪＡ秋田ふるさと・米穀畜産販売課・小田原悦夫課長補佐）

『米』今月の食材

新米のだまこ汁

エ

コ



【お詫びと訂正】　
　市報よこて８月１日号の記載に誤りがありました。次のと
おり訂正してお詫びします。
●16ページ、まちの話題、みちのく秋田チャリティラン＆ウ
オークの写真キャプション中、「早田俊幸伴走者」は「反中
祐介伴走者」の誤りでした。

催　
し

催　
し

情報～information～情報～information～

情報情報
informationinformation

講　
座

講　
座

　
　
『
秋
田
県
大
雨
災
害
義
援
金
』

　
　

の
受
け
付
け
に
つ
い
て

　

８
月
９
日
の
大
雨
災
害
で
、
大
館

市
、
鹿
角
市
、
仙
北
市
に
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
赤
十

字
社
秋
田
県
支
部
で
は
、
義
援
金
の

受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
／
北
都
・
秋
田
銀
行
、郵
便
局

◆
受
付
期
限
／
９
月
30
日（
月
）

◆
問
合
せ
／
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県

　

支
部　

０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
３
１

　
　

介
護
で
の
困
り
事
解
決
の
ヒ

　
　

ン
ト
に
！『
か
い
ご
教
室
』

　

『
介
護
の
実
技
』
を
テ
ー
マ
に
オ

ム
ツ
交
換
の
コ
ツ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
19
日（
木
）午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
大
雄
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
９
月
13
日（
金
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
本
部　

３
６
‐
５
３
７
７
ま
た

　

は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　

糖
尿
病
教
室『
糖
尿
病
生
活

　
　

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
』

◆
日
時
／
９
月
19
日（
木
）午
前
11
時

　

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

◆
場
所
／
平
鹿
総
合
病
院

◆
参
加
費
／
６
０
０
円
（
昼
食
代
）

◆
定
員
／
30
人
程
度

◆
申
込
期
限
／
９
月
12
日（
木
）

◆
申
込
み
／
平
鹿
総
合
病
院
・
検
査

　

科
・
藤
原　

３
２
‐
５
１
３
１（
受

　

付
、
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
）

催　
し

　　
　
『
横
手
市
手
話
奉
仕
員
』養
成

　
　

基
礎
講
座(

全
23
回)

　

手
話
を
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
期
間
／
９
月
10
日
〜
平
成
26
年
２

　

月
18
日
・
毎
週
火
曜
日
、
午
後
６

　

時
30
分
〜
８
時
30
分（
年
末
除
く
）

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
対
象
／
横
手
市
手
話
奉
仕
員
養
成

　

入
門
講
座
修
了
程
度
の
方
（
再
受

　

講
可
）

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
１
，
４
７
０
円

◆
申
込
期
限
／
９
月
９
日（
月
）必
着

◆
申
込
み
／
官
製
は
が
き
に
『
手
話

　

基
礎
』、住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

　

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
難
聴
の
方
に
は
、
要
約
筆
記
の

　

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
『
難

　

聴
あ
り
』と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
再
受
講
で
テ
キ
ス
ト
不
要
の
方

　

は
、そ
の
旨
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
宛
先
・
問
合
せ
／
横
手
市
中
央
町

　

８
‐
２　

市
健
康
福
祉
部
社
会
福

　

祉
課　

３
５
‐
２
１
３
２

　
　

３
２
‐
９
７
０
９

　
　
『
横
手
の
景
観
写
真
展
』わ
た

　
　

し
の
好
き
な
横
手
の
風
景

　
『
横
手
の
景
観
』写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
間
／
９
月
７
日(

土
）〜
10
月
６

　

日(

日
）午
前
８
時
〜
午
後
９
時

◆
場
所
／
道
の
駅
さ
ん
な
い

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

３
２
‐
２
４
０
８

　
　

サ
ン
サ
ン
横
手『
喫
茶
・
軽
食

　
　

コ
ー
ナ
ー
』
出
店
者
募
集

　

応
募
資
格
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
出
店
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手
内（
横

　

手
体
育
館
向
か
い
）

◆
申
込
期
限
／
９
月
17
日（
火
）

◆
問
合
せ
／
横
手
地
域
局
産
業
建
設

　

課　

３
２
‐
２
７
１
８

    

　
　

栄
公
民
館
主
催
『
編
み
物
教

　
　

室
』参
加
者
募
集　

　

『
あ
や
と
り
の
会
』
講
師
の
今
寺

啓
子
さ
ん
を
迎
え
、
基
本
の
縄
編
み

模
様
の
ベ
ス
ト
を
編
み
ま
す
。
平
編

み
の
で
き
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

◆
期
間
／
10
月
〜
平
成
26
年
２
月
ま

　

で
の
第
１
・
３
金
曜
日
、
午
後
１

　

時
30
分
〜
３
時
30
分
※
平
成
26
年

　

１
月
の
み
第
２
・
４
金
曜
日

◆
参
加
費
／
各
回
５
０
０
円
※
毛
糸

　

は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
最
小
催
行
人
数
６
人

◆
場
所
・
申
込
み
／
栄
公
民
館

　
　

３
３
‐
５
３
２
０　
　
　

　
　
『
う
き
う
き
キ
モ
ノ
姫
体
験
』

　
　

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

横
手
地
域
市
民
文
化
祭
の
会
場
で

着
物
の
着
付
け
を
行
い
ま
す
。
持
ち

物
は
不
要
で
す
。
着
物
を
着
て
展
示

や
ス
テ
ー
ジ
、
お
茶
席
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。
着
物
の
持
ち
込
み
も
可
能

で
す
。
当
日
会
場
で
受
付
し
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
21
日(

土)

〜
22
日(

日)

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
合
せ
／
横
手
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー　

３
５
‐
２
１
３
８

　
　

横
手
城
展
望
台
企
画
『
横
手

　
　

の
職
人
展
Ⅰ
』

　

十
文
字
和
紙
を
使
っ
た
作
品
や
木

製
の
扇
等
の
展
示
の
ほ
か
、
そ
の
製

作
過
程
も
展
示
し
ま
す
。

◆
期
間
／
９
月
５
日（
木
）〜
24
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

◆
入
場
料
／
１
０
０
円
※
中
学
生
以

　

下
無
料

◆
場
所
・
問
合
せ
／
横
手
城
展
望
台

　
　

３
２
‐
１
０
９
６

　
　

パ
ソ
コ
ン
使
用
に
よ
る

　
　

経
理
・
簿
記
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

◆
日
時
／
９
月
10
日（
火
）、11
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
対
象
／
求
職
者
、
経
理
初
心
者
、

　

農
業
従
事
者
な
ど

◆
受
講
料
／
無
料

◆
定
員
／
10
人（
書
類
選
考
あ
り
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

　

労
働
課
内
）　

３
３
‐
３
８
９
９

　
　

郷
土
の
史
跡
・
文
化
財
探
訪

　
　

を
開
催
し
ま
す

　

山
内
や
横
手
地
区
に
残
る
旧
秀
衡

街
道
の
山
中
等
を
探
訪
し
ま
す
。
野

外
で
昼
食
を
と
り
ま
す
の
で
、
各
自

弁
当
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
９
月
13
日(

金)

午
前
８
時

　

20
分
〜
午
後
５
時
30
分

◆
定
員
／
先
着
40
人

◆
申
込
期
間
／
９
月
３
日(

火)

〜
５

　

日(

木)

◆
集
合
場
所
・
申
込
み
／
あ
さ
く
ら

　

館　

３
５
‐
２
１
３
８

◆
問
合
せ
／
横
手
文
化
財
保
護
協
会

　

半
田
さ
ん　

３
２
‐
４
７
７
２

　

ま
た
は
山
内
文
化
財
保
護
協
会　

　

佐
々
木
さ
ん　

５
３
‐
２
１
０
５

    

『
介
護
職
員
初
任
者
研
修
』受

　
　

講
者
募
集

◆
期
間
／
10
月
１
日（
火
）〜
11
月
15

　

日(

金)

※
土
日
、
祝
日
休
み

◆
場
所
／
南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア

◆
対
象
／
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

◆
定
員
／
36
人
※
応
募
多
数
の
場
合

　

は
抽
選

◆
受
講
料
／
５
０
，
０
０
０
円
（
テ

　

キ
ス
ト
代
含
む
）

◆
申
込
期
間
／
９
月
３
日（
火
）〜
18

　

日(

水)

午
後
５
時
ま
で

◆
申
込
み
／
南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア

　
　

２
６
‐
３
８
８
０

 

醍醐保育園（平鹿）ゆり組のおともだち

講　
座
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集

 

浅舞八幡神社祭典　宵祭り協賛花火浅舞八幡神社祭典　宵祭り協賛花火
　飾り山車が平鹿地域局前通り
に勢ぞろいし、山車と祭り囃子
がにぎやかに競演します。また、
大スターマインなどの協賛花火
が、本祭りの前夜を大いに盛り
上げます。
【宵祭り】時間／19：00～22：00
　※協賛花火は20：45～21：30

９/14
開催
９/14
開催

　被災地で活動するバンドや、アイド
ルが大集合！釜石市・大槌町復興応援
物産展や震災パネル展も行います。
　観覧無料ですのでお気軽にお越し
ください。
◆日時／９月14日(土)
        午前10時～午後４時
◆場所／よこてイースト　　

 

◆問合せ／横手商工会議所　32-1170

  東日本大震災チャリティライブ「Ｓｍile」東日本大震災チャリティライブ「Ｓｍile」

 

◆作品規定／Ａ４～四ツ切ワイド
◆撮影内容／応募作品は未発表のもので、横手地域内（市
　　　　　　内全域でなく横手地域限定）で撮影したもの
　　　　　　に限ります。
◆応募期間／９月２日(月)～30日(月)
◆応募先／【持ち込み】横手地域局１階総合案内窓口
　　　　　【郵送】〒013-8799郵便事業株式会社横手支店
　　　　　 留「横手いいとこ撮りカレンダー」係
◆応募方法／募集チラシの応募票に、必要事項を記入し、
　　　　　　作品の裏側に貼付の上、応募してください。
　　　　　　募集チラシは、かまくら館、Ｙ２ぷらざなど
　　　　　　に設置します。
◆審査・発表／主催者が選任した審査員が審査をします。
　　　　　　　採用数は30点程度で、採用の場合１点につ
　　　　　　　き5,000円の商品券を差し上げます。採用
　　　　　　　の方には直接通知します。
　※詳細については、募集チラシをご覧いただくか、お
　　問い合わせください。
◆問合せ／横手地域局地域振興課　32-2701、
　　　　　横手いいとこ撮り写真コンテスト実行委員会・
　　　　　本間さん　090-5181-4422

2014「横手のいいとこ撮りカレンダー」写真募集 2014「横手のいいとこ撮りカレンダー」写真募集 

 

①青空Ｙ
2
（わいわい)ゲーム

　にぎわい広場で巨大なコマを使ったオセロ等をします。
◆日時／９月14日(土)午前10時～午後２時※参加無料
②手作りマーケット

　ストラップやネックレス作りを行います。
◆日時／９月14日(土)午前の部・10時～、午後の部・２時～
◆場所／アトリエ・アッサンブレ　◆参加費／各1,000円
　※オープンスペースで手作り品のフリーマーケットも開催！
③まんまるキッチン（予約制）　
◆日時／９月15日(日)午前10時～家族が喜ぶお料理コー
　ス、午後１時30分～本格焼き菓子に挑戦コース
◆場所／アトリエ・アッサンブレ　◆参加費／各3,000円
④よこいち。

　よこてイーストでフリーマーケット等を開催します。
◆日時／９月15日(日)午前10時～午後４時

９月のよこてイーストイベント情報９月のよこてイーストイベント情報

問合せ／よこてイースト管理事務所　38-8851問合せ／よこてイースト管理事務所　38-8851

 

募　
集

講　
座

催　
し

講　
座

問合せ／平鹿町観光協会(平鹿地域局産業建設課内　24-1118)問合せ／平鹿町観光協会(平鹿地域局産業建設課内　24-1118)



地域からのお知らせ

　
自然を愛する皆さんの集い　
●日時／９月15日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●内容／講演①『痛み解消健康法』講師：佐藤利彦氏、②
『ミシン＆ハンドキルト～糸での表現～』講師：柴田則子氏
●参加費／800円（洋菓子付）※要予約 ●申込み／煉瓦屋 
　33-2811
　
グループ木もれび『いのちを愛おしむ朗読コンサート』
●日時／９月15日(日)午後１時30分～　●場所／浅舞公
民館　●出演／フルート演奏：菅原寿恵氏　●入場料／
無料　●問合せ／柴田さん 　090-9034-8912
　　　
横手読書会 ９月例会　
●日時／９月17日(火)午後２時～ ●場所／女性センター 
●参加費／無料 ●演題／『向き合い、語り合い、支え合う』 
●講師／洞雲寺・柴田康裕住職  ●問合せ／横手図書館 
　32-2662
　
墨絵の会『第４回水墨画展』
●期間／９月19日(木)～10月16日(水)、午前９時30分～
午後５時※10月１日には作品の入替えを行います ●場所
／秋田ふるさと村・１階工芸展示館　●入場料／無料 ●
問合せ／青川さん 　32-6845　
　
精神保健福祉市民講座
　こころの健康や精神保健について正しい知識を学び、
地域で支え合う社会づくりを目的に市民講座を行います。
●日時／９月20日(金)午後６時30分～８時 ●場所／Ｙ2
ぷらざ３階　●テーマ／アウトリーチについて　●講師
／横手興生病院・鎌田博実氏  ●参加費／無料　●定員
／60人　●申込期限／９月17日（火）  ●問合せ／地域生
活支援センターのぞみ 　35-5781
　
文芸同人誌“さかみち”発行40周年記念『文章の書き方教室』　ネット社会と言われ、ブログを作る人が増えてきまし
た。そうした中で『読ませる文章・作品』を目指しなが
らも、うまく表現できない人も多いようです。今回は、
エッセイや小説、研究発表などの表現方法を学びます。
●日時／９月22日(日)午後２時～４時　●場所／十文字
文化センター　●内容／①講演『わかりやすい文章を書
くには』講師：元教諭・神部龍平氏、②短い文章を書い
てみよう  ●対象／中学生以上　●参加費／500円（高校
生以下無料）　●申込期限／９月13日（金）  ●申込み／
『さかみち』を発行する会（イズミヤ印刷内） 　42-2130

 
  　　　 
『つかえる英語講座』（外国人教師による中級英会話）
●日時／９月３日(火)午後７時～９時 ●場所／Ｙ2ぷらざ
●受講料／１回1,000円（初回無料） ●問合せ／田口さん 
　080-1829-4754
　　
南部シルバーエリア『イベント案内』
【大森保育園・白山保育所・川西保育所園児作
 ぼく・わたしのおじいちゃん、おばあちゃん作品展】入場無料
●期間／９月４日(水)～29日(日)、午前９時～午後５時
【陶芸教室 『カップ＆ソーサー（スプーン付）』作り】
　自作のカップで飲むコーヒーは格別です。
●日時／９月21日(土)午前10時～　●参加費／600円　●
定員／先着10人  ●申込開始／９月３日(火)
【料理教室 ～新米の炊き込みご飯と魚のおろし方～】
●日時／９月28日(土)午前10時～ ●参加費／1,000円 ●
定員／20人　●申込開始／９月３日(火)
●場所・申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　
被災地復興支援『気まぐれ弾き語りコンサート Vol.８』
●日時／９月７日(土)午前11時～　 ●場所／Ｙ2ぷらざ
●入場料／無料※東日本大震災復興支援の募金にご協力
ください  ●内容／幅広いジャンルのカバー曲＆オリジ
ナル曲　●問合せ／ごやさん 　090-6629-0089
　
秋田県立衛生看護学院・衛看祭2013
　『衛看びじょん ～思い描くのはあなたの幸せ～』
●日時／９月14日（土）午前９時～午後３時 ●内容／実習
に関する展示、看護師体験、バザー、足湯など ●場所・
問合せ／秋田県立衛生看護学院（前郷二番町） 　23-5011
　　
保呂羽山少年自然の家『ほろわDE キャンプ』
●日時／９月14日(土)～15日（日）　●定員・参加費／①
パッケージキャンプ：10家族40人程度、小学生以上１人
2,000円 ②フリーキャンプ：５家族20人程度、１人200円
●場所・申込み／保呂羽山少年自然の家 　26-6011
　
あきたエコマイスター県南協議会主催『自然観察会』
　仙北市の抱き返り渓谷を観察し、歴史案内人のお話し
を聞きながら角館・武家屋敷などの歴史散策を行います。 
●日時／９月15日(日)午前９時～午後３時　●集合場所
／Ｙ2ぷらざ※送迎バスで移動　●参加費／無料（昼食持
参） ●申込期限／９月10日（火） ●申込み／戸嶋さん 　
080-4515-9558
　

いどばたプラザいどばたプラザ
　掲載を希望する場合は、発行日の20日前までに内容がわかるもの
を市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せください。

広告広告

献血日程献血日程
９月１日(日)
雄物川

９月５日(木)
平　鹿 全血

種類月日・地域 実　施　場　所

９月２日(月)
十文字

９月11日(水)
増　田

㈱品川合成製作所秋田工場

スーパーセンタートラスト雄物川店

道の駅十文字 

秋田部品㈱

㈱クツザワ

㈲十文字光学
全農秋田県本部県南園芸センター
㈱増田鉄工場

受付時間

９月12日(木)
横　手 県平鹿地域振興局庁舎

９月14日(土)
横　手 秋田県立衛生看護学院（衛看祭）

14：45～16：00
 9：45～10：15
11：00～11：45

13：30～14：00

13：00～16：00
10：00～11：40

12：15～12：45
10：00～10：45

10：00～10：30

14：30～16：00

13：00～15：30
 9：30～11：30

  古代インド・シャカ族の王子として生
まれたシッダールタ。『共に迷い、共に
生きる』姿を描いた一大抒情詩です。
◆日　時／９月７日（土）14：00～
◆場　所／横手市民会館
◆前売券／一般3,000円、高校生以下　
　　　　　1,000円（当日券は500円増）    
◆チケット／金喜書店、カシワヤ楽器店
　　　　　　かまくら館、横手市民会館
◆問合せ／横手市民会館   32-3136

「第29回国民文化祭・あきた2014」応援事業

横手語りのまつり ～かだろ 語ろう 文化の交流会～横手語りのまつり ～かだろ 語ろう 文化の交流会～
  ふるさとの昔語りをはじめ、歌や踊り
など、横手の文化をお楽しみください。
　皆さん、おざってたんせ。
◆日　時／９月15日（日）12：40～16：40
◆場　所／かまくら館ホール
◆入場料／無料    ◆定　員／350人
◆内　容／昔語り、ヒップホップダンス
　　　　　コーラス、舞踊、民謡、太鼓
◆問合せ／横手ふるさと語りの会
　　　　　菅原さん 　33-3070

「第29回国民文化祭・あきた2014」応援事業
手塚治虫・原作 ミュージカル「ブッダ」手塚治虫・原作 ミュージカル「ブッダ」

わらび座
 公 演！
わらび座
 公 演！



ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
担
当
あ

て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
賞
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

た
よ
り９９

（7/16～8/15日到着分）
（7/16～8/15日到着分）

１１
20132013 消防分署のグリーンカーテン（雄物川・沼館地区）

消防分署のグリーンカーテン（雄物川・沼館地区）

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

広告広告

　

あ
や
め
ま
つ
り
で
、
今
年
も
孫
が

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
乗
り
ま
し
た
。
冬

の
間
、
家
の
前
を
通
る
除
雪
車
を
、

窓
に
張
り
つ
く
よ
う
に
し
て
見
て
い

た
孫
に
と
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し
い

体
験
で
す
。
来
年
も
乗
り
た
い
と
、

一
年
間
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｓ
さ
ん
・
52
歳
・
平
鹿
）

　

長
く
降
り
続
い
た
雨
も
よ
う
や
く

あ
が
り
、
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
散

歩
を
再
開
し
ま
し
た
。
散
歩
コ
ー
ス

の
あ
じ
さ
い
回
廊
、
花
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
行
っ

て
み
る
と
、
色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ

い
が
、
元
気
に
咲
い
て
い
て
、
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
つ
い
最
近
行
っ
た
鎌

倉
、
長
谷
寺
の
あ
じ
さ
い
も
見
事
で

し
た
が
、
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
て
ひ

っ
そ
り
と
咲
い
て
い
る
回
廊
の
あ
じ

さ
い
は
本
当
に
き
れ
い
で
、
心
が
い

や
さ
れ
ま
し
た
。
四
季
折
々
の
美
し

い
景
色
を
見
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る

事
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
生
ま
れ
育

っ
た
横
手
、
大
好
き
で
す
。

（
古
谷
ミ
ヱ
子
さ
ん
・
72
歳
・
横
手)

　

今
年
は
、
雨
が
降
ら
ず
急
に
暑
い

日
が
続
き
、
せ
っ
か
く
の
市
民
農
園

も
芽
が
出
て
来
な
く
て
、
気
を
も
み

ま
し
た
。
降
っ
た
と
思
え
ば
、
大
雨

警
報
が
連
日
発
令
さ
れ
心
配
し
て
い

ま
す
。
果
た
し
て
、
市
民
農
園
か
ら

収
穫
で
き
る
の
か
。
お
い
し
い
枝
豆

や
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
い
な
。

（
玉
露
さ
ん
・
46
歳
・
横
手)

　

今
年
も
、
梅
雨
明
け
と
と
も
に
連

日
猛
暑
続
き
で
す
。
り
ん
ご
や
梨
の

実
も
大
き
く
な
ら
ず
心
配
で
す
が
、

先
日
の
大
雨
で
ち
ょ
っ
と
一
安
心
で

す
。
何
と
か
農
産
物
に
好
都
合
の
天

気
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

（
ア
ッ
プ
ル
お
ば
ち
ゃ
ん
さ
ん
・

74
歳
・
増
田)

　　

近
所
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
高
齢
化
す
る
集
落
で
、
久
々
に

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
前

ま
で
は
、
外
を
か
け
回
る
子
ど
も
達

の
声
が
飛
び
交
う
村
で
し
た
。
赤
ち

ゃ
ん
の
泣
き
声
を
聞
き
、
少
し
昔
の

こ
と
を
回
想
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
・
52
歳
・
平
鹿)

　

七
日
市
に
あ
る
沼
へ
、
浄
化
の
た

め
Ｅ
Ｍ
団
子
２
，
２
０
０
個
と
活
性

液
６
０
０
㍑
を
投
入
す
る
作
業
に
参

加
し
た
。
朝
か
ら
ど
ん
よ
り
梅
雨
空

だ
っ
た
が
、
横
手
Ｅ
Ｍ
推
進
会
（
会

員
55
名
、
会
長
・
日
高
洋
行
）
よ
り

25
名
の
参
加
が
あ
り
、
作
業
は
２
時

間
程
で
終
わ
っ
た
。
昨
年
と
比
べ
青

み
が
増
し
て
き
て
い
る
こ
と
と
、
鼻

を
つ
く
臭
い
が
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
効
果
は
現
れ
て
き
て
い
る

よ
う
だ
。
前
日
に
団
子
作
り
が
行
な

わ
れ
、
作
業
は
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
た
。

作
業
後
、
会
長
の
心
使
い
に
よ
る
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
が
企
画
さ
れ
、
親
睦
が

図
ら
れ
た
。
大
い
に
食
べ
、
大
盛
況

で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
朝
日
ケ
丘
の

荒
沼
へ
の
投
入
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
環
境
の
美
化
運
動
に
参

加
し
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
後
世
に

残
し
た
い
と
思
っ
た
。

（
夢
追
蛍
さ
ん
・
61
歳
・
横
手)

　

今
年
の
春
、
自
宅
の
空
地
に
あ
る

２
本
の
『
ぐ
み
』
の
木
に
、
例
年
よ

り
白
い
小
さ
な
か
わ
い
い
花
が
い
っ

ぱ
い
咲
き
ま
し
た
。
花
の
後
に
、
た

く
さ
ん
の
赤
い
実
を
つ
け
た
の
で
、

種
が
大
き
く
て
特
に
お
い
し
い
も
の

で
も
な
い
け
れ
ど
、
子
供
の
頃
に
食

べ
た
懐
か
し
い
味
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
採
っ
て
食
べ
て
み
ま
し
た
。
小

鳥
た
ち
も
さ
え
ず
り
な
が
ら
つ
い
ば

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ぐ
み
の
果
実

酒
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
真
紅
色
し

た
酒
が
お
い
し
く
な
る
頃
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

（
ネ
ッ
コ
さ
ん
・
65
歳
・
十
文
字)

　
　

　

30
〜
35
年
前
に
使
っ
て
い
た
『
は

ら
が
け
』
を
探
し
て
み
ま
し
た
が
見

つ
か
ら
ず
、
11
月
に
産
ま
れ
て
く
る

孫
に
今
か
ら
『
は
ら
が
け
祭
り
』
に

応
募
し
よ
う
と
孫
ば
か
に
な
っ
て
い

る
夫
婦
で
す
。
で
も
、
今
年
は
も
ら

え
な
い
よ
な（
泣
）と
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
産
ま
れ
た
ら
、
で
れ
で
れ
の

孫
ば
か
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
楽

し
み
で
す
。

（
は
ら
が
け
祭
り
が
気
に
な
る
じ
い
、

ば
あ
さ
ん
・
64
、
58
歳
・
横
手)

　　

８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
、
雄
物

川
の
『
は
・
は
・
は
祭
り
』
で
、
長

男
が
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
の
演
奏
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
、
仕
事

の
都
合
で
、
最
後
の
演
奏
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
長

男
が
『
勝
手
に
し
や
が
れ
』
を
歌
っ

た
時
に
、
見
知
ら
ぬ
方
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
頂
い
た
よ
う
で
す
。
ど
な
た

か
分
か
ら
ず
、
お
礼
も
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
市
報
な
ら
読
ん
で
も
ら
え

る
と
思
い
、
た
よ
り
を
書
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
の
応
援

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
平
鹿
の
母
さ
ん
・
32
歳
・
平
鹿)

　

市
報
よ
こ
て
、
い
つ
も
楽
し
く
見

て
い
ま
す
。
８
月
１
日
号
の
表
紙
の

子
ど
も
さ
ん
、
と
っ
て
も
よ
い
笑
顔

で
…
こ
っ
ち
ま
で
ニ
ッ
コ
リ
！
自
分

の
孫
と
重
な
り
、
ま
た
ニ
ッ
コ
リ
！

よ
い
笑
顔
あ
り
が
と
う
。
パ
ワ
ー
が

わ
い
て
き
ま
す
。

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
62
歳
・
十
文
字
）

　

市
報
よ
こ
て
を
い
つ
も
ご
覧
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

取
材
中
、
子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、

そ
の
元
気
で
無
邪
気
な
笑
顔
を
、
つ

い
カ
メ
ラ
に
収
め
た
く
な
り
ま
す
。

横
手
の
宝
、
横
手
っ
子
は
、
と
て
も

元
気
で
す
。
そ
の
パ
ワ
ー
が
、
横
手

市
の
元
気
の
源
で
す
ね
！

前略、ふるさと様・・・

首都圏横手市ふるさと会
連絡協議会通信

　首都圏には、横手市の出身者が集いさまざまな活
動を行う〝ふるさと会〟が、８地域ごとに設立され
ています。
　各ふるさと会では、故郷への思いを馳せながら独
自の活動を展開しているほか、各地域の横の連携を
図るため『首都圏横手市ふるさと会連絡協議会』を
組織し、全地域が一体となったイベントの企画など
を行っています。

　　９月開催の〝ふるさと会〟のご案内
 ■東京かまくら会総会
　◎日時／９月21日（土）午前11時
　　　　　※午前10時15分受付開始　
　◎会場／アルカディア市ヶ谷（千代田区九段北）
　◎連絡先／向山五郎会長 　047-352-6530
 
　ぜひ、首都圏在住のご親戚や知人の方にお知らせ
ください。

発行号「９月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、
必ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表
は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　９月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　
　人気沸騰中の現代アートの
世界観にふれてみませんか。
『沸騰する日本の現代アート』
をテーマに『ジパング展』が、
秋田県立近代美術館で開催さ
れます。今回は、この作品展
の招待券をペアで５組10名様
にプレゼント。時代を先駆す
るアーティストたちの競演、
神秘の国『ジパング』に生まれた話題作をお見逃しなく！
【提供】秋田県立近代美術館 　33-8855
◆開催期間／９月14日（土）～11月10日（日）まで

秋田県立近代美術館 特別展

ＡＢＳ秋田放送開局60周年『ジパング展』
招待券をペアでプレゼント

横手かまくらＦＭで、
毎日３回、行政情報など
を放送中です！

　ＦＭのアナウンサーが、タイムスリップして後
三年合戦の舞台をリポートするラジオドラマ第２
弾『ゴサキヨ２ 黄金歴史街道再び』の制作が、８
月より進められています。放送は、毎月最終日曜
日、３月までの計８回シリーズです。次回は９月
29日(日)正午から。どうぞお楽しみに！　

後三年合戦ラジオドラマ『ゴサキヨ２』

月曜日から金曜日
　・午前８時00分～８時15分のうち、10分間
　・午後０時30分～０時45分のうち、10分間
　・午後５時45分～６時00分のうち、10分間
土曜日と日曜日
　・午前９時15分～９時30分のうち、10分間
　・午前11時05分～11時20分のうち、10分間
　・午後０時45分～１時00分のうち、10分間　

次回の放送は、９月11日(水)

防災ラジオ試験放送時間
毎月第２水曜日　午前11時50分～正午



広告広告

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　次々とベストセラーを世に送り出
してきた夢枕獏氏が、小説のヒント
となったさまざまな出来事について
語ったエッセイ集です。著者の好奇
心旺盛で魅力的な人柄と、作品の背
景に触れることのできる一冊です。

『作家の道楽』
 夢枕 獏＝著／ＫＫベストセラーズ
『作家の道楽』
 夢枕 獏＝著／ＫＫベストセラーズ

　長年『天声人語』を執筆してきた著
者が「なぜ勉強しなければいけない
の？」などの問いかけに答えるヒン
トを、さまざまな本の一節から探り
ます。明日を生きる若い人たちへの
優しい眼差しが感じられる一冊です。

・９月８日（日）午前10時30分～／横手
・９月14日（土）午前10時30分～／十文字
・９月15日（日）午前10時30分～／大森、雄物川
・９月22日（日）午前10時30分～／増田
・９月28日（土）午後２時30分～／平鹿

９月のおはなし会　会場：各図書館９月のおはなし会　会場：各図書館

◆大人向け

◆こども向け

・日本一の給食／佐々木十美
・ルポ　産ませない社会／小林美希
・定年からの鉄道旅行のススメ／野田隆　
・天気の名前／森田正光
・なぜ？どうして？算数のお話／田中博史
・べんり屋、寺岡の夏／中山聖子
・はれたまたまこぶた／矢玉四郎
・もしも宇宙でくらしたら／山本省三

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

　盆踊り、夏祭り、甲子
園と熱い（暑い）夏が終
わり初秋を迎えます。広
報マンとして５カ月。撮
影した写真は約6,500枚
と我ながらびっくり！デ
ジカメさまさまといった
ところでしょうか。『習
うより慣れろ』の精神で
ひたすら撮りまくった結
果、慣れたのは一眼レフ
の重さ（トホホ…）。これ
ではいけないと、マニュ
アル本を購入。感度、絞
り、露出……、頭の中で
？マーク。やはり『知ら
ずば人に問え』諸先輩方
に聞くのが一番ですね。
横手の秋は〝シャッター
チャンス〟が目白押し。
めざせ奇跡の一枚！（優）

あとがき
広報担当者のつぶやき

『明日は、どうしてくるの？』
（15歳の寺子屋）
 栗田　亘＝著／講談社

『明日は、どうしてくるの？』
（15歳の寺子屋）
 栗田　亘＝著／講談社

　市立図書館では、企業や商店等が雑誌を購入し、図書
館に提供していただく『雑誌スポンサー』を募集してい
ます。スポンサーになると、雑誌のカバーに企業や商店
名などの広告を掲載できます。会社のＰＲや情報発信に、
ぜひご利用ください。
　詳しくは、雄物川図書館 　22-2300まで、お問い合わ
せください。

雑誌スポンサーを募集しています雑誌スポンサーを募集しています

横手図書館 ・・・・・・ 9月2・4・11・18日
増田図書館 ・・・・・・ 9月2・9・17日
平鹿図書館 ・・・・・・ 9月2・3・10・17日
雄物川図書館 ・・・・ 9月2・4・11・18日
大森図書館 ・・・・・・ 9月2・3・10・17日
十文字図書館 ・・・・ 9月2・4・11・18日
山内図書館 ・・・・・・ 9月1・7・8・14・15・16日
大雄図書館 ・・・・・・ 9月2・5・9・12・15・16日
雄物川郷土資料館　9月2・9・17日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 9月18日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 9月3・10・17日
えがおの丘 ・・・・・・ 9月2・9・17日
大森健康温泉 ・・・・ 9月2・9・17日
ゆとりおん大雄 ・・ 9月5・19日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 9月4・11・16・18日
　西・南部 ・・・・・・ 9月1・7・8・14・15・16日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 9月2・9・17日
南部シルバーエリア　9月2・9・17日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　9月4・11・18日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　9月4・11・18日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　9月9日（月）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　9月3・10・17日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　9月5・12・19日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

親子で陶器の絵付けに取り組む

たくみ

多くの人に手軽に作れるオリジナル作
品の魅力を伝えたい。

ささき　ひろこ　
昭和27年、横手市生まれ。手芸全般をた
しなみ、現在、娘の真弓さんと一緒にポ
ーセラーツ作りに携わる。自宅や市内の
会場でポーセラーツを教えている。また、
依頼を受けての作品作りも行っている。

佐々木 博子さん（61歳）

ささき　まゆみ　
昭和55年、横手市生まれ。ポーセラーツ
インストラクターやビーズアートの資格
を持ち、オリジナルの小物作りに取り組
んでいる。

佐々木 真弓さん（33歳）

　

真
っ
白
な
陶
器
に
色
鮮
や
か
な
装
飾
を
施
す
『
ポ
ー
セ
ラ

ー
ツ
』。
陶
芸
よ
り
容
易
に
色
づ
け
が
で
き
、
美
し
い
仕
上
が

り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
佐
々
木
さ
ん
親
子
は
そ
の
魅

力
に
ひ
か
れ
、
自
宅
を
中
心
に
教
室
を
開
催
し
製
作
に
取
り

組
ん
で
い
る
。　

　

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
は
、
陶
器
に
好
み
の
模
様
の
転
写
紙
を
水

で
濡
ら
し
て
貼
り
付
け
た
り
、
絵
の
具
で
色
を
付
け
た
後
、

電
器
の
釜
で
焼
き
上
げ
て
完
成
さ
せ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

や
ソ
ー
サ
ー
な
ど
の
食
器
だ
け
で
な
く
、
か
わ
い
ら
し
い
ア

ク
セ
サ
リ
ー
や
壁
飾
り
な
ど
そ
の
種
類
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

手
芸
を
趣
味
に
し
て
い
た
博
子
さ
ん
は
、
職
場
の
余
暇
活

動
で
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
に
出
会
い
、
興
味
を
抱
い
た
。
娘
の
真

弓
さ
ん
も
小
さ
い
頃
か
ら
母
の
影
響
を
受
け
て
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
の
作
品
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
二
人
は
、
講
師
の
資

格
を
取
得
す
る
た
め
講
習
会
に
通
い
、
平
成
20
年
11
月
に
ポ

ー
セ
ラ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
、
念
願

の
教
室
を
開
い
た
。

　

互
い
に
「
模
様
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
奥
深
さ

や
、
完
成
し
た
時
の
美
し
さ
が
何
よ
り
の
魅
力
。
多
く
の
人

と
作
品
作
り
を
楽
し
み
た
い
」
と
話
し
「
夏
休
み
に
自
宅
の

教
室
を
訪
れ
た
小
学
生
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
印
象
的

だ
っ
た
」
と
一
期
一
会
の
気
持
ち
も
忘
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

真
弓
さ
ん
は
ビ
ー
ズ
ア
ー
ト
の
資
格
も
取
得
し
、
陶
器
と
ビ

ー
ズ
を
合
わ
せ
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り
な
ど
に
も
取
り
組
み

製
作
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
で
は
、
二
人
の
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ

に
注
目
し
、
製
作
過
程
の
様
子
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
予
定
。
作
品
の
魅
力
を
協
議
会
で
も
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
新

た
な
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

「
夏
は
涼
し
げ
な
グ
ラ
ス
が
作
品
の
中
心
に
な
っ
た
。
秋

か
ら
は
、
新
た
な
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
す
二
人
の
創
作
意
欲
は
尽
き
な
い
。
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スタルヒン杯550歳野球大会　～2日、9：00～、中島グラウンド他
横手やきそば四天王決定戦　10:00～、秋田ふるさと村
たいゆう緑花園パノラマフェスタ　10：00～　
　急 平鹿総合病院（和賀医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　法 相談予約受付開始9月18日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
横手城展望台『横手の職人展Ⅰ』　～24日、9：00～16：30
　心 横手地域局
秋田ノーザンハピネッツ交流会　18：00～、Ｙ2ぷらざ
　心 十文字町幸福会館
救急フェア救急のつどい横手2013　
果樹試験場参観デー　9：00～、秋田県果樹試験場（平鹿町）
後三年合戦沼柵公開講座　10：30～、雄物川コミュニティセンター
ミュージカル『ブッダ』　14：00～、横手市民会館
仁井田番楽　19：30～、十文字町仁井田新山神社
あきた元気ムラ大交流会　11：00～、秋田ふるさと村ドーム劇場
八木番楽　19：30～、9日11：00～、増田町八木神社
　急 市立横手病院（高橋医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　行 心 増田地区多目的研修センター　9：30～12：00

防災ラジオ試験放送日　11：45頃～、横手かまくらＦＭ
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　行 心 大森コミュニティセンター　9：30～12：00
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00 
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
第90回増田の花火　
金澤八幡宮祭典　～15日  浅舞八幡神社祭典　～15日
東日本大震災チャリティライブ　詳しくは21ページ
ジパング展　～11月10日、9：30～17：00、秋田県立近代美術館

第27回いものこまつりin鶴ケ池　
冨永芳憲レクチャーコンサート　14：00～、横手市民会館
　急 平鹿総合病院（渡邊医師・湯浅医師※１）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
太鼓フェスティバル　10：00～、秋田ふるさと村ドーム劇場
　急 胃腸科内科高橋クリニック（横手）　36-2711
　行 雄物川地域局特別会議室　10：00～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館
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 　　　　 鍛冶町通り歩行者天国
日　時／９月14日（土）18：45～21：45
内　容／鍛冶町商店会ちびっこ天国、夜店、ステージ
　　　　第22回『金比羅はらがけ祭り』
問合せ／鍛冶町通り商店会・祭り実行委員会 　33-1010

月
敬老の日

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

急
急

法

法

法
児

心

心

心

人

税

心
行

行

法

急
急
児

心

心

心

行
行 心

法

心

心

心

心

行

急
急

急

児

市
報
よ
こ
て
　
№
190 [ 2013年（

平
成
25年
）９
月
１
日
号
 ]

　
発
行
／
横
手
市
 TEL：0182-35-2111（

代
）　
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
総
務
企
画
部
市
長
公
室
　
〒
013-8601 横

手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64号
　
TEL：0182-35-2162　

FAX：0182-33-6061　
　

9.1　9.209.1　9.20９月11日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ９月11日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ！！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00） 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※１…今月の第３日曜日は整形外科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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９月１日（日）「クレヨンしんちゃん ヘンダーランドの冒険」
９月８日（日）「クレヨンしんちゃん 温泉わくわく大作戦」　　
９月15日（日）「クレヨンしんちゃん 嵐を呼ぶアッパレ!戦国大合戦」

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880
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救急フェア救急のつどい

■９月７日（土）

　県内随一の歴史と伝統を
誇る『増田の花火』。二尺玉
や尺玉の早打ちをはじめ、
大スターマインや５台同時
打ち上げなど、大物花火が
仲秋の澄み切った夜空を鮮
やかに彩ります。
◆時　間／19：00～21：00
◆打上場所／
　増田町八木下川原※無料駐車場あり
◆観覧場所／一般観覧席のほか有料桟敷席あり
　　　　　　１マス（２畳）：6,000円
◆問合せ／増田町観光協会事務局 　45-5541
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第90回 増田の花火

■９月14日（土）

　９月の救急医療週間にち
なみ、救急医療の正しい知
識と理解を深めるため『救
急フェア救急のつどい横手
2013』を開催します。
◆場所／秋田ふるさと村
◆時間・内容／（入場無料）
【救急フェア】12：00～15：00
　救急車や消防車の展示、
　はしご車搭乗体験、『未来の救急車消防車』絵画
　展示、心肺蘇生応急手当体験、放水体験など
【救急のつどい】13：00～15：30
　『秋田県のドクターヘリについて』の講話や、
　市消防職員による応急手当普及啓発寸劇、保
　育園児による演目、抽選会など
◆問合せ／市健康推進課 　33-9600

　山内地域恒例の『いもの
こまつりin鶴ケ池』が開催
されます。いものこ汁や特
産品の販売をはじめ、全国
いものこピラミッド競技大
会、ちびっこ魚つかみ取り
大会、演歌歌手・大石まどか
歌謡ショー、よさこい演舞
など、楽しいイベントが盛
りだくさんで行われます。
◆場所／鶴ケ池公園ふれあい広場
◆時間／【第１部：いものこまつり】10：00～17：00
　　　　【第２部：花火大会】18：30～20：00
◆問合せ／山内地域局産業建設課 　53-2111
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いものこまつりin鶴ケ池

■９月15日（日）
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